
名寺Ⅰ式のもの。４２は P８出土で安山岩製の磨石で半

ばを欠失する。４３～４６は P１１出土でいずれも胎土に植

物繊維を含み、４３と４４は条痕文、４５は斜縄文をもつ。

P１１は早期後半又は末といえる。４６は安山岩製磨石の

半欠品。４７は P１２出土の無文片。４８～５０は P１８出土で

繊維を含む土器と結節縄文をもつ。５１は P１９出土で隆

帯上に刻目をもつ。

【溝１出土土器】（第７０図５２～６０）

５２は押引と刺突著しく赤褐色を呈す。５３は沈線で波

状文を作り、５４は胎土に金雲母と石英を含む。５５と５６

は地文縄文。５７は磨消懸垂文をもつ加曽利 EⅡ式。

５８は条線文のみの胴部片。５９は無文口縁で地文条線の

小片。６０は緑泥片岩製の板碑破片。鉄滓片も出土した。

【遺構外の土器】（第７０図１～２７）

１～７は撚糸文土器、８～１７は胎土に植物繊維を多

く含み、８は表裏条痕、１２と１３は植物繊維圧痕、１４と

１５は同一個体。８～１７は早期後半～末葉だが細分困難。

１８～２０は地文条線の土器群で１８は連弧文で加曽利 E

Ⅱ末併行。２１～２４は磨消部を刺突する称名寺Ⅱ式。２５

は列点文の他は地文縄文のみ。２６は浅鉢の口縁部で８

字状隆帯を貼付ける薄手で堀之内式。２７は側面調整の

著しい土製円板。

第６６図 浄禅寺跡遺跡第２６地点溝（１／６０）
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第６７図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴・土坑・ピット・溝・遺構外出土遺物（１／４・２／３）
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断面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ V字形 １２０～ ２２～ ４７

溝２ V字形 ～ ～

Ⅲ 浄禅寺跡遺跡第２８地点

（１）調査の概要

調査は幼稚園舎改築工事用仮設事務所建設に伴うも

ので、原因者より２００７年１月１６日付けで、「埋蔵文化

財事前協議書」が市教育委員会に提出された。申請地

は遺跡範囲外であったが、１，０００㎡を超える開発のた

め内規にしたがい、申請者と協議の結果、遺跡の範囲

を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年１月２３日に行った。幅約２�のト

レンチを１本設定し、重機による表土除去後、人力で

表面精査した結果、一部で遺構らしき覆土を検出した

ため、掘り下げて確認したところ、時期不明の溝であ

った。確認面までは９０～１２０�の深さが有り、仮設事

務所工事の掘削による影響がないため、検出した遺構

の写真撮影・全測図作成等記録保存を行なったうえ埋

め戻し、調査を終了した。

なお、今回の調査では時期不明の溝であったが、２００７

年９月に隣接する遺跡範囲内を調査した結果、中世末

から近世初頭の遺構群を検出し、同時期の溝が本地点

の溝と連なる可能性が出てきたため、２００８年２月遺跡

範囲の変更増補を行った。

（２）遺構

【溝】調査区北側で東西方向の溝を１条、北から西へ

カーブする溝を１条検出した。

第３２表 浄禅寺跡遺跡第２８地点遺構一覧 （単位�）

第６８図 浄禅寺跡遺跡第２８地点調査区域図（１／３００）溝（１／６０）
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第２０章 大井宿遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

大井宿遺跡は国道２５４号線川越街道沿いの旧大井宿

の宿場範囲内にある。大井宿は全長約１．５�で、砂川

堀右岸の標高２７�の台地上から始まり、砂川堀を渡っ

て左岸の標高２１～２２�の低位台地上に位置する。

大井宿の南側約半分は大井氏館跡遺跡に含まれてお

り、既に遺跡の登録がされている。２０００年に遺跡範囲

外の２ヶ所の試掘調査により、多数の遺構と遺物が確

認されたため、大井宿の北側部分を新たに遺跡の範囲

とし遺跡名を設けた。

川越街道は江戸時代の寛永年間（１６２４～１６４３）に整

備された日本橋から川越に至る１１里（約４４�）の道の

呼称で、街道に存在した６つの宿駅（上板橋・下練馬

・白子・膝折・大和田・大井）の１つが大井宿である。

大井宿遺跡では２００８年３月現在、１２ヶ所で調査が行

なわれ、中世～近代の遺構・遺物が検出されている。

Ⅱ 大井宿遺跡第１２地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００６年５

月９日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市教育委

員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央、川越街

道に面して立地しているため申請者と協議の結果、遺

構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年６月１３日から同年６月１６日まで行

った。幅約２�のトレンチを３本設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査したところ、遺構らしき

黒色土を確認した。出土遺物と覆土から、縄文時代の

ピットと近世以降の井戸・溝・ピット等と思われる。

確認面まで７０～９０�を測る。旧石器時代の確認調査は

行っていない。建築による遺構への影響がないため慎

重工事とし、写真撮影・全測図作成等記録保存を行な

ったうえ埋め戻し調査を終了した。

第６９図 大井宿遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

トレンチ１表土 ３ 陶器・徳利・五合徳利 （４．２） ロクロ成形／灰釉。 瀬戸・美濃 １８３０～１８６０年代 口縁部破片

トレンチ１表土 ４ 磁器・碗・厚手碗 （４．６） ロクロ成形／染付。梅樹文。 肥前 １６９０～１８００年代 底部破片

第７０図 大井宿遺跡第１２地点調査区域図（１／４００）土層図（１／１５０）出土遺物（１／４）

第３３表 大井宿遺跡第１２地点出土遺物観察表 （単位㎝）
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Ⅲ 大井宿遺跡第１３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年７月１４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央、

川越街道に面して立地しているため申請者と協議の結

果、遺構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年８月２１日に行った。幅約２�のト

レンチ２本を設定、重機で表土除去後、人力による表

面精査を行なった結果、ピット・土坑等の遺構覆土を

多数確認した。確認面まで３０�しかないうえ、パイル

を打ち込む住宅基礎建設のため、本調査を実施するこ

とになった。

本調査は２００６年８月２２日から同年８月３０日まで、住

宅建設予定範囲を重機で表土除去後、人力による調査

を行なった。調査の結果検出した遺構は近世以降の土

坑８基、ピット５７基である。写真撮影・遺構測量等記

録保存を行ない、重機で埋め戻し調査を終了した。

（２）遺構と遺物

近世陶磁器、銭貨等が出土した。P５１からは「天下

一」の刻印がある分銅が出土した。第３５表参照。

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑１ 長方形 ×４８ ×３５ １１ 土器・擂鉢出土

土坑２ ２２０× ２００× ８５

土坑３→土坑２→
土坑４の順に構築。
磁器・陶器・焙烙
・瓦・銭出土

土坑３ ２８０× ２３０× １００

土坑４ １６５× １４５× ６０

土坑５ １００×７５ ７５×７０ ６０

土坑６ × × ７５
土坑７より古、擂
鉢出土

土坑７ １２５× １１０× ４５
土坑６・８より新。
雁首銭・焙烙出土

土坑８ × × ６０ 土坑７より古

P１ 方形 ３７×３５ ２５×２３ ２７ 縄文土器出土

P２ 楕円形 ３５×３０ ２１×１９ ３０

P３ ３０× ２１× １９

P４ 楕円形 ３５×３０ １５×１２ ５０

P５ 方形 ２８×２６ ２０×１８ ４４

P６ 長方形 ３５×２０ １８×８ ２６

P７ 方形 ３０×３０ １４×１４ ４３

P８ 楕円形 ４４×３５ ２６×２２ ６１

P９ 方形 ４０×２５ １５×１２ ３２

P１０ 楕円形 ４０×３２ １０×６ ３４

P１１ 楕円形 ４０× １４×５ ４２

P１２ 楕円形 ３０× ４×４ ４２

P１３ 方形 ２２× １６×１２ １４

P１４ 楕円形 ３８× ２５×６ ２２

P１５ 楕円形 ２３× １６×６ ２５

P１６ 楕円形 ５０×３６ ４０×１８ ５０

P１７ ３８× ２２× ３６

P１８ 楕円形 ３５×３２ １２×１０ ４６

P１９ 楕円形 ３０×２５ １４×１０ １１

P２０ 長方形 ８０×４５ ６０×３０ ５８

P２１ ２５× １５×１０ ２３

P２２ ４０× １５×１０ ３９

P２３ ４０× １８×１８ ４３

P２４ 楕円形 ３８×２６ １８×１８ ２１

P２５ 方形 ３４×３２ ２４×２０ ３６

P２６ ２５× １８×１５ ２２ 陶磁器・銭出土

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P２７ 楕円形 ６４×４５ ３５×２５ ３７

P２８ 楕円形 ４０×２８ ２０×１８ ６２

P２９ 方形 ４０×３７ ３０×２８ ３５

P３０ 方形 ４８×４８ ２８×２８ ５２

P３１ 方形 ２７×２２ １６×１６ １３ 鉄釘出土

P３２ 方形 ２４×２０ １２×１２ ３０

P３３ 方形 ２５×２２ １１×７ ３０

P３４ 方形 ３０×２６ １２×１２ ３３

P３５ 長方形 ４８× ２７×１２ ２８

P３６ ２２× １８×１４ １３ 土器片出土

P３７ 楕円形 ６２×５５ ４２×２７ ７０

P３８ 楕円形 ３４×３０ ２２×１５ ４１

P３９ ５２× ３５× ２６ 瓦出土

P４０ 楕円形 ３５×２６ ２０×１７ ３３ 砥石出土

P４１ 方形 ４２×４０ ２０×２０ ４３

P４２ 方形 ４７×７２ ３４×３０ １８

P４３ 不整形 ３７×３２ １５×１３ １３

P４４ 楕円形 ５０×４２ ３０×２２ ３６

P４５ 長方形 ５０×４６ ３６×２４ ３３

P４６ 楕円形 ５４×４６ ３０×１７ ３５

P４７ 長方形 ４５×３０ ３５×２０ ３６

P４８ 楕円形 ２４×２２ １２×８ ３８

P４９ 楕円形 ４２×３８ ２０×１４ ４４

P５０ 楕円形 ４０×３２ ２５×１６ ４１ 分銅・磁器出土

P５１ 楕円形 ５５×４０ ２８×２６ ３０ 鉄釘・陶器出土

P５２ 楕円形 ６５×４５ ３０×３０ ４３

P５３ 楕円形 ３２×２７ ２０×１５ ４３

P５４ ２５× １０×７ ２５

P５５ ４７×４５ ３７×２３ 瓦出土

P５６ 楕円形 ２８×２２ １８×１２ １９

P５７ 楕円形 ５２×２５ １７×１０ ４５

P５８ ２６× １５×１０ ５４

P５９ 方形 ３０× １５×１５ １５

P６０ 方形 １８×１６ １２×１２ ７

P６１ 方形 ３２× １５×１５ １７

P６２ 不整形 ５２×２５ ３５×１４ ５４

P６３ ２２× １６× ３４

第３４表 大井宿遺跡第１３地点土坑・ピット一覧表（単位㎝）
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第７１図 大井宿遺跡第１３地点遺構配置図（１／３００）遺構平面図・土層図（１／６０）
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遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

土坑２ １ 磁器・碗・厚手碗 ９．３ ３．６ ４．５ ロクロ成形／染付。梅樹文。底裏銘あり。 肥前 １６９０～１８００年代 １／２以上残存

土坑２ ２ 陶器・鉢 （８．６） ロクロ成形／灰釉。見込みにトチン跡。 瀬戸・美濃 近世 底部破片

土坑２ ３ 土器・焙烙 ５．７
紐作り成形、外面口縁部横撫で、内耳粘土紐
を貼付け。底裏地縮目／赤色粒子、白色粘土が
マーブル状に混入。／補修用の穿孔５ヵ所あり。

在地 近世 １／４以下残存

土坑２ ４
銭貨・銅銭・寛永通
宝

２．２６
孔幅
０．６９

０．０７ 寛永通宝「新寛永」元文、亀戸銭。１．４０g。 １７３７年初鋳 完形

土坑２ ５
銭貨・鉄銭・寛永通
宝

２．５５
孔幅
０．６８

０．２３ 寛永通宝「鉄寛永」３．０３g。 １７６５年初鋳 完形

土坑７ ６
銅製品・煙管・雁首
銭

２．４３
孔幅
０．７５

０．１４ 雁首。０．６７g。

P１ ７ 土器・縄文土器 縄文時代 底部

P２６ ８
銭貨・銅銭・寛永通
宝

２．２１
孔幅
０．６４

０．１３
寛永通宝「新寛永」寛保元年、高津銭。裏面
に「元」。２．０２g。

１７４１年初鋳 完形

P３１ ９ 鉄製品・釘 ０．６４ ０．５９ 角釘 頭部欠

P４０ １０石製品・砥石
表裏側４面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。
側面に櫛目状タガネ痕。

凝灰岩 完形

P５０ １１磁器・碗・筒茶碗 ７．２ ３．６ ５．５
ロクロ成形／染付。口縁内側四方襷文、見込み圏
線とコンニャク印判五弁花？外面風景、裏文様。

肥前
１７６０～１８１０年

代
１／２以上残存

P５０ １２真鍮製品・分銅 ３．４３ １．４３ １．４１ 棹秤の分銅。表「天下一」裏「」の刻印あり。紐、４７．２３g。 近世 完形

P５１ １３陶器・碗・薄茶碗 （７．６） ロクロ成形／灰釉 近世 口縁部破片。

P５１ １４鉄製品・釘 ０．５８ ０．５０ 角釘 頭部欠

第３５表 大井宿遺跡第１３地点出土遺物観察表 （単位㎝）

第７２図 大井宿遺跡第１３地点出土遺物（１／４・１／２・１／１）
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Ⅳ 大井宿遺跡第１４地点

（１）調査の概要

調査はコンテナボックス設置に伴うもので、原因者

より２００７年２月２６日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」

が市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中

央、川越街道に面して立地しているため申請者と協議

の結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年３月２７日から同年３月２９日まで行

った。幅約２�のトレンチを１本設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査した結果、遺構らしき黒

色土を確認した。出土遺物と覆土から、近世以降の井

戸・土坑・建物跡・ピット等と思われる。確認面まで

６０～１００�を測る。旧石器時代の確認調査は行ってい

ない。工事による遺構への影響がないため工事立会い

とし、写真撮影・全測図作成等記録保存を行なったう

え埋め戻し調査を終了した。

遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

トレンチ１ １ 磁器・碗・厚手碗 （７．８） ３．１ ４．１ ロクロ成形／染付。笹文。 肥前 １７１０～１８００年代 １／２以下残存

トレンチ１ ２ 陶器・皿・灰釉皿 （１１．２）（６．６） １．９ ロクロ成形／灰釉。見込み底裏面にトチン跡。瀬戸・美濃 近世 １／２以下残存

トレンチ１ ３
土製品・泥面子・芥
子面

２．９ ２．３ １．２ 型押し整形／ 在地 １９世紀 完形

第３６表 大井宿遺跡第１４地点出土遺物観察表 （単位㎝）

第７３図 大井宿遺跡第１４地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）出土遺物（１／４・１／２）
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第２１章 大井氏館跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

本遺跡の名称は『埼玉の館城跡』（１９７２埼玉県教育

委員会）によるもので、平安時代末から鎌倉時代に活

躍した武蔵七党の一つ、村山党の大井氏一族の館跡と

いう想定による。

遺跡は砂川堀左岸（北側）の舌状に張り出した微高

地上の標高２１～２２�に立地する。砂川堀の対岸は段丘

面を形成しており、比高差５�の崖になる。

２００８年２月現在２１地点で調査を行い、AT降灰前の

立川ローム層第Ⅵ層段階の石器群や、縄文時代前期の

住居跡がみつかっている。また、遺跡の中央部を川越

街道が南北に貫いていて、街道周辺は近世の大井宿の

遺構や遺物が多数みられる。中世から近世・近代まで

の遺構や遺物も多数確認されていて多岐にわたる。近

年では、再開発による中小の開発が増えている。

Ⅱ 大井氏館跡遺跡第２１地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の増築に伴うもので、原因者より

２００６年５月８日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が

ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範

囲の中央部に位置するため、申請者と協議の結果、遺

構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年５月２２日に行った。幅約２�のト

レンチを１本設定し、重機による表土除去後、人力に

よる表面精査を行った結果、遺構・遺物は確認されな

かったことから、慎重工事の措置をとった。ローム土

による盛土が６０�の厚さでなされており、地山ローム

面までの深さは約１５０㎝である。旧石器時代の確認調

査は行っていない。写真撮影・遺構測量等記録保存を

行ったうえ埋め戻して調査を終了した。

第７４図 大井氏館跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）大井氏館跡遺跡第２１地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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第２２章 本村遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

本村遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約８００�、

砂川堀の左岸で標高１５～２０�に位置する。遺跡内には

旧砂川の流路であった埋没河川が幾筋も認められ、そ

れに取り残されるように微高地が存在する。砂川堀は

狭山丘陵外縁に湧水を成し、武蔵野台地上を南西から

北東に流れて新河岸川に合流する。

砂川堀の流域には多くの遺跡で、旧石器時代からの

人々の活動の跡をみることが出来る。現在においても

砂川の果たす役割は当時にも増して大きいものである

が、残念ながらその役割は大きく異なり、用水機能と

しての砂川から排水機能の砂川堀と言うのが現在の状

況である。市内を流れる砂川堀も河川改修により、そ

の姿を都市下水路に変え、往時を忍ばせる面影は残さ

れていない。

周辺の遺跡では、砂川堀を挟んで縄文時代中期の大

集落と奈良平安時代の製鉄関連遺跡である東台遺跡、

旧石器時代の大井戸上遺跡と西台遺跡が位置する。左

岸には旧石器時代～縄文時代の小田久保遺跡、旧石器

時代～近世の大井氏館跡遺跡が位置する。本遺跡が中

世から近世にかけての中心集落とするならば、大井氏

館跡遺跡は近世川越街道整備以後の中心的な宿場およ

び集落とみることができる。いずれにしても、町内に

おける砂川堀流域の本村遺跡周辺は旧石器時代から現

代にかけて良好な生活・住環境であったことがわかる。

２００８年２月現在１１８地点で調査を行い、旧石器時代

の礫群・石器集中、縄文時代の落し穴・炉穴、中世～

近世の掘建柱建物・方形竪穴状遺構・井戸・溝・柵列

・地下式坑・荼毘跡等を多数検出している。

第７５図 本村遺跡の地形と調査区（１／５，０００）
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Ⅱ 本村遺跡第１１７地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴い、原因者より２００６年３月３日

付けで、「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部に位

置し、古地名では「権現あと」と呼ばれている一帯で

あるため、申請者と協議の結果、遺跡の範囲と遺構確

認の試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年３月２２日～２８日、４月５日～１４日

に行った。表土層を入れ替えるため、申請者が表土の

全面を除去後、人力による表面精査を行った。その結

果、「権現あと」と思われる小高い区画と、区画を囲

う溝、区画整理で廃道となった道路跡、土坑、柵裂な

どのプランを確認した。遺構の深さなどを確認するた

め一部を調査した。地山ローム面までの深さが１００㎝

以上あり、店舗建物の基礎の深さは約７０㎝であること

から、３０㎝の保護層が確保され遺跡への影響が及ばな

いため工事立会いの措置をとった。旧石器時代の確認

調査は行っていない。検出した遺構の写真撮影・測量

等記録保存を行ない調査を終了した。

第７６図 本村遺跡第１１７地点遺構配置図（１／３００）土層図（１／１５０）
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（２）遺構と遺物

古地名では「権現あと」と思われるわずかに小高い

長方形の区画と区画を囲う溝、道跡と思われる硬化面、

旧道に沿った溝と柵列、土坑、ピット等を検出した。

【長方形区画】調査区の西側に、溝で囲われた長方形

区画がある。南北２１．５�、東西１２�、南東部に幅３�、

奥行き５�程の張り出し部分がある。南側は東西９�、

南北４．５�の範囲が２０�ほど小高くなっている。長方

形区画の北東部は旧道と接し、溝も道路跡の部分で途

切れている。この旧道と接する部分から、小高い部分

へ向って幅８０～１００�の硬化面が一直線に延びており

道跡と思われる。柱跡等の痕跡はなかったが、小高い

部分にはおそらく祠等が配置され、旧道から祠等へ向

って参道がまっすぐ延びていたと思われる。

【溝】長方形区画を巡る溝１（ｆ～ｊ）とクランク状

に曲がる旧道の東側に掘られた溝２（ａ～ｅ・ｋ）に

大別する。溝１・溝２ともに数次にわたり掘り返され

ている。

溝１は長方形区画を巡る溝で北東部は旧道に沿って

開き「ひ」の字形に屈曲する。北側に開く部分では溝

１ｆが最も古く北へ屈曲しているが、新しく掘り返さ

れた溝１ｉは直進し、溝２を掘り返している。区画整

理で廃道となった道はこの炭化材が出土した地点で西

に曲がる。道の両側には新しい「イモビツ」と呼ばれ

る長方形土坑が掘られ、溝１を壊している。明治五年

作成の公図では道はさらに北へ延びており、溝２ａと

溝２ｆが古道の側溝であったと思われる。

溝２はいずれも断面「コ」字形で、溝ｄ→ｃ・ｋ→

ｂ→ａの順に掘り返されている。溝の位置は西から東

に移動しており、次第に道幅が広がっている。

また溝１ｉの底には柵列の柱穴が並び、平行して径

１０�の炭化した丸太が出土した。北へ延びる道を西側

へ曲げる道へ付け替えたときに、古道を塞ぐための柵

や門の跡等の遺構が想定される。

１０１地点の調査では溝１の続きを検出しているが、

一度埋まった後掘り返し直した溝からは１９世紀前半の

遺物が出土している。

【柵列】柵列１は溝２の東側に、柵列状のピット列を

１４�にわたって検出した。ピットは１．８�間隔で配置

する。

柵列２は溝１ｉの底に検出し、炭化した丸太を伴う。

【ピット・土坑】検出した土坑のうち４基を半截して

調査した。ピットは１７基検出した。

第３７表本村遺跡第１１７地点遺構一覧 （単位�）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ ２１０～２９０ ２０～６０ ６４

溝１f ４０～５２ ２０～３５ ４２

溝１g １３０～ ８２～ ３９

溝１h ８０～ ～ ２０

溝１i ７２～８６ ３２～５０ ７３

溝１j ２０～ １０～ ２５

溝２a ３０～８０ ２０～４０ ４９

溝２b ３２～５２ １４～４０ ５１

溝２c ４０～５０ １２～３４ ３０

溝２d ３４～６０ １８～４０ ３０

溝２e ６０～ ～ ７

溝２k ２４～ １２～ ３４

土坑１ 楕円形 ３×５７ ×４０ １８

土坑２ 不整形 １３０×８０ ６０× ２２

土坑３ 楕円形 ２３２×９０ ×４５ ３５

土坑４ 不整形 ２３０×１４５ × ５１

P１ 楕円形 ５７×３５ １０×１０ １９

P２ 楕円形 ３０×２３ １０×５ ２６

P３ 楕円形 ３５×３０ １０×５ ４２

P４ 円形 ２８×２５ １０×１０ ２０

P５ 楕円形 ４０×３２ １５× ３９

P６ 楕円形 ２７×２３ １５× ２４

P７ 円形 ２５×２３ １５×１０ ７

P８ 楕円形 ４４×３０ ２５×１５ ２５

P９ 円形 ２５×２５ １５×１０ ３２

P１０ 円形 ３２×３０ １３×１３ １９

P１１ 楕円形 ２５×２０ １０×１０ ３４

P１２ 円形 ３５×３４ １８× ４０

P１３ 円形 ３５×３０ １８×１８ ２５

P１４ 楕円形 ４７×２７ × ５４

P１５ 楕円形 ５５×３５ １８× ２７

P１６ 円形 ４５×３８ ２８×１９ ３３

P１７ 楕円形 ５５×３５ ×２０ ３４

【出土遺物】（第７９図）

１～１４は溝１出土、１５、１６は溝２出土。１７、１８は遺

構外。

１は櫛状工具による沈線列に先端をⅤ字形に切り込

んだ半裁竹管工具で押し引いた文様列を加えている。

縄文時代前期の諸磯ｃ式。２は深鉢底部破片。３は注

口土器の注口部分で縄文が施文される。繊維を含み縄

文時代前期。１５は櫛状工具による沈線列で縄文時代中

期後半。

その他の遺物は第３８表を参照。
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第７７図 本村遺跡第１１７地点溝全体図（１／２００）土層図（１／１００）
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第７８図 本村遺跡第１１７地点ピット・土坑・風倒木痕（１／６０）柵（１／３０）
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遺構 No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

溝１ ４ 石器・打製石斧 １２．１ ６．４ １．９ １９６� ホルンフェルス 縄文時代 完形

溝１ ５ 石器・打製石斧 ９．８ ５．２ １．５ １３９� ホルンフェルス 縄文時代 完形

溝１ ６ 土器・須恵器・甕 外面叩き目 在地 古代 胴部破片

溝１ ７ 瓦質土器・鉢 （３２．０）
紐積み成形、外面指頭圧痕、内面横撫で／砂礫
粒（片岩粒等）含む。

在地 １５世紀 口縁部破片。

溝１ ８
磁 器・碗・筒
茶碗

（４．０）
ロクロ成形／染付。見込み圏線とコンニャク印
判五弁花。外面菊花文。

肥前 １７６０～１８１０年代 底部破片。

溝１ ９ 磁器・碗・小碗 （３．０） ロクロ成形／染付。外面菊花文。 肥前 １８２０～１８６０年代 底部破片。

溝１ １０
磁器・碗蓋・
丸碗蓋

（９．８） （４．０） ２．４
ロクロ成形／染付。見込み環状松竹梅文。口縁
内面雷文。外面笹文。

肥前 １８２０～１８６０年代
１／４以下
残存

溝１ １１ 陶器・碗 ５．２ ロクロ成形／鉄釉 瀬戸・美濃 底部破片

溝１ １２ 瓦・鬼瓦

溝１ １３ 石製品・砥石 ［８．４］ ３．２ ２．９ 表裏側４面砥面。中央括れる。端部欠。 凝灰岩 完形

溝１ １４ 石製品・砥石 ［６．７］ ２．９ ３．４
表裏２面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。側面
に櫛目状タガネ痕。端部欠。

凝灰岩 完形

溝２ １６ 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 丹波 １７世紀後半 口縁破片

遺構外 １７ 土器・須恵器・坏 ロクロ成形／灰釉 ９世紀 口縁部破片。

遺構外 １８ 土器・焙烙 紐作り成形、外面口縁部横撫で、内耳粘土紐を貼付け。 在地 近世 口縁部破片。

第７９図 本村遺跡第１１７地点出土遺物（１／４）

第３８表 本村遺跡第１１７地点出土遺物観察表 （単位㎝）
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Ⅲ 本村遺跡第１１８地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年５月１７日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲外であ

ったが、遺跡東側の隣接地であったため申請者と協議

の結果、遺跡の範囲を確認するために試掘調査を実施

した。

試掘調査は２００６年５月２４日に行なった。幅約２�の

トレンチを２本設定し、重機による表土除去後、人力

による表面精査を行ったところ、暗褐色土プランを検

出した。遺構の性格を確認するためさらに表土除去し

確認調査したところ、時期不明の土坑であった。確認

面まで３０㎝しかなく基礎工事による掘削が３０㎝以上に

及ぶので、申請者と協議した結果、開発の変更ができ

ないため、本調査を実施することになった。あわせて

遺跡範囲を拡大するための変更増補を行った。

本調査は２００６年５月２５日に行った。検出した落とし

穴を調査し、写真撮影・測量等記録保存を行なったう

え埋め戻し、調査を終了した。

（２）遺構と遺物

【落し穴】調査区北西に落し穴を１基検出した。長軸

は南北方向を向く。平面形は上端が楕円形、下端が長

方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がる。上端２５０

×１４５�、下端１６３×６２�、深さ１９１�。覆土は締まり

のないローム粒、出土遺物はない。比較的新しい落し

穴と思われる。

第８０図 本村遺跡第１１８地点遺構配置図（１／３００）落し穴（１／６０）
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第２３章 大井戸上遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

大井戸上遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約１．４

�、砂川堀の右岸で標高２６～２８�の台地上に位置する。

砂川堀は狭山丘陵外縁に湧水を成し、武蔵野台地上を

南西から北東に流れて新河岸川に合流する。東台遺跡

同様砂川堀との比高差は約７～８�で急崖をなし、左

岸は緩やかな傾斜を成す。遺跡の範囲は東西２００�、

南北１００�、遺跡面積約２５，０００㎡である。

周辺の遺跡は、砂川堀の対岸に大井氏館跡遺跡、同

一崖線上の上流に西台遺跡、下流に東台遺跡と続く。

本遺跡は１９８９年に初調査以来、２００８年２月現在まで

に５ヶ所で試掘調査が行なわれた。第１、２地点の調

査では旧石器時代の礫群と石器群を検出した。西台遺

跡から東台遺跡まで崖線上に連綿と旧石器時代の遺跡

が存在していることになる。また、第２・３地点では

崖線に沿って時期不明の溝跡を検出している。

Ⅱ 大井戸上遺跡第５地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年７月４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南

端に位置するため、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年７月１０日に行った。幅約１�のト

レンチを２本設定し、人力により表土除去と表面精査

を行ったが、遺構・遺物は確認されなかったことから、

慎重工事の措置をとった。地山ローム面までの深さは

約４０㎝である。旧石器時代の確認調査は行っていない。

写真撮影・遺構測量等記録保存を行ったうえ埋め戻

して調査を終了した。

第８１図 大井戸上遺跡の地形と調査区（１／４，０００）大井戸上遺跡第５地点調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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第２４章 東台遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東台遺跡は東武東上線ふじみの駅の南約１㎞、砂川

堀右岸の台地上に位置する。砂川堀は狭山丘陵外縁に

湧水を成し、武蔵野台地上を南西から北東に流れて新

河岸川に合流する。標高は２４～２６�で砂川堀との比高

差は約５�で急崖をなし、左岸が緩やかな傾斜を成す

のとは対照的である。

遺跡内には砂川堀に向かって小さな埋没谷が数本確

認されている。遺跡の範囲は東西７００�、南北２５０�、

遺跡面積約１７０，０００㎡、市内で最大規模の遺跡であり、

約１７％の３０，０００㎡を調査している。

旧石器時代の調査では、第１８地点の調査で埋没谷に

沿った崖沿いにⅥ・Ⅶ層～Ⅳ層下部のナイフ型石器を

伴う礫群等が分布する。

縄文時代の調査では早期１軒、後期６軒、中期１４４

軒、不明２０軒の住居跡等多数の遺構と遺物が確認され

ている（２００８年２月現在）。特に中期の住居跡は双環

状に配置しており武蔵野台地縁辺部における拠点集落

の一つである。

奈良・平安時代には遺跡の北東部の第１５・１８地点で

八世紀後半の製鉄炉や炭焼き窯など、県内でも有数の

規模と古さを誇る製鉄関連遺跡を検出している。

周辺の遺跡は、砂川堀右岸の西約５０�に大井戸上遺

跡、西約３００�に旧石器時代の西台遺跡が位置する。

また砂川堀を挟んだ左岸に旧石器時代～近世の本村遺

跡が位置する。今後旧石器時代では西台遺跡・本村遺

跡との関係が、奈良・平安時代から中世にかけては本

村遺跡との関係が注目される。

第８２図 東台遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ 大井東台 １９８１． 町史編纂事業 遺構無し、縄文中期土器

２ 大井東台６４０―７ １９８１．１２．１４～
１９８２．２．１３

６６７ 宅地造成 縄文中期住居１２、旧石器時代石器 東部遺跡群Ⅲ

３ 大井東台６７２ １９８２．５．１９～６．１５ ６６６ 宅地造成 炉穴７、土坑２、柱穴群 東部遺跡群Ⅳ

４ 大井東台６７１ １９８２．６．１７～１１．１８ ５８７ 農地転用 縄文中期住居３、後期住居１、旧石器ユニット、集石４、
土坑１４、溝

東部遺跡群Ⅳ

５ 大井東台 １９８３．７．２５～８．９ １９５ 町史編纂事業 縄文中期住居２、土坑１ 東台遺跡

６ 大井東台 １９８４．１．９～１．１２ 宅地造成 縄文中期住居１

７ 大井東台６７０―２ １９８４．５．１５～６．１３ 共同住宅 縄文中期住居４、後期住居１

８ 大井東台６７２ １９８４．８．１８～９．２１ ３４５ 町史編纂事業 縄文中期住居１、炉穴２、土坑１４ 東台遺跡Ⅱ

９ 大井東台 １９８４．１０．２５～
１９８５．２．１５

１，０００ 駐車場造成 縄文中期住居２２、後期住居１、炉穴、ピット群、旧石
器礫群

大井町史資料Ⅰ

１０ 大井東台６７０―１ １９８５．１０．１～１１．２５ ８９６ 住宅建設 縄文中期住居５、土坑５ 東部遺跡群Ⅵ

１１ 大井東台６７３ １９８６．１．１４～３．２０ ６６０ 宅地造成 縄文中期住居２、集石土坑３、土坑１、ピット 東部遺跡群Ⅵ

１２ 大井東台６７３ １９８７．５．６～６．２６ ３３０ 転地返し 縄文早期住居１、土坑１８、平安時代住居２、溝１ 東部遺跡群Ⅶ

１３ 大井東台６７０―６ １９８８．１．１４～２．２７ ９７１ 倉庫建設 縄文中期住居９、集石１、土坑９、ピット２０ 東部遺跡群Ⅷ

１４ 大井東台６４９―１６ 他 １９８８．１．２７～２．２４ ７３５ 住宅建設 縄文中期住居１２、屋外埋甕１、集石土坑１、土坑８、ピット３８ 東部遺跡群Ⅸ

１５ 大井市沢５７７―１ 他 （１９８９．１０．１７～１１．１０）
１９８９．１１．１７～１９９０．８．１

７００ 住宅建設 落し穴１、木炭窯１、粘土採掘抗２、奈良・平安土器 東部遺跡群Ⅹ

１６ 大井７１３―４・５ （１９９０．８．１～８．４） ３，０４８ 資材置場設置 縄文中期住居１、土坑１ 東部遺跡群ⅩⅠ

１７ 大井６２１―１ （１９９０．９．５～９．１２）
１９９０．１０．９～１２．２７

１，４７０ 診療所建設 縄文中期住居８、土坑３０、ピット９４、柵列 東部遺跡群ⅩⅠ

１８ 大井５２９―１，５８８ （１９９１．３．１１～５．２０）
１９９２．２．２４～１９９４．７．５

２０，０００ 共同住宅 旧石器礫群、石器集中１７、落し穴１、竪形製鉄炉７、木
炭窯９、採掘坑４、土坑９、溝、柵列、道路跡、平安土器

東台製鉄遺跡

１９ 大井６２１ （１９９２．５．３１～６．７） ４，４８９ 特養新設 縄文中期住居８ 町内遺跡群Ⅰ

２０ 大井６４９―２７ １９９２．１．３０ ５ 個人住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群Ⅲ

２１ 大井７１３―１１・１２ １９９２．３．７～３．１１ ２９９ 個人住宅 遺構無し、縄文土器片 町内遺跡群Ⅲ

２２ 大井６５１―６ （１９９４．５．１０～５．１１）
１９９４．５．３０～７．３０

１４６ 店舗建設 縄文中期住居６、土坑１ 調査会報告１３集

２３ 大井６４９―１２・１３ （１９９５．６．２３～６．２７） ２８５ 個人住宅 縄文中期住居２ 町内遺跡群Ⅳ

２４ 大井６３４―２０ （１９９５．７．６） ５８ 個人住宅 縄文時代集石、土坑 町内遺跡群Ⅳ

２５ 大井６４８―１３・１４ １９９５．１０．２２～１２．１６ ２９６ 個人住宅 縄文中期住居５、後期住居１、袋状土坑１、土坑１０、ピ
ット６

町内遺跡群Ⅳ

２６ 大井東台６０１―１・４・５ （１９９６．１１．６～１１．１８）
１９９７．１．１４～３．１８

２，２４８ 共同住宅 縄文中期住居１、土坑３、落し穴１、ピット２４ 調査会報告１３集

２７ 大井６００―１ （１９９７．２．１９）
１９９７．２．１９～３．１４

９６５ 個人住宅 縄文中期住居１、炉穴１、土坑１、落し穴１、ピット４４ 町内遺跡群Ⅵ

２８ 大井東台７１０―４ （１９９７．３．１７～３．１９） ２３１ 個人住宅 遺構無し、縄文土器片 町内遺跡群Ⅵ

２９ 大井東台６０６―３ （１９９８．２．２７～３．３）
１９９８．３．４～３．５

５００ 個人住宅 縄文早期炉穴９、ピット２ 町内遺跡群Ⅶ

３０ 大井６４０―１ （１９９８．１１．４～１１．１２） １，３３０ 駐車場 縄文中期住居１、屋外炉、ピット 町内遺跡群Ⅷ

３１ 大井６３０―３，６４０―８ （１９９９．５．７～５．２１） １８６ 道路築造 縄文中期住居２ 町内遺跡群Ⅸ

３２ 大井６０３―１ （２０００．８．４～８．９） ９２ 製茶工場 ピット３ 町内遺跡群Ⅹ

３３ 大井６６２―１ （２０００．８．４～８．８）
２０００．８．１０～２００１．１．２５

７，０７６ 分譲住宅 石器群４、礫群４、縄文中期住居３０、後期住居４、掘立
柱建物跡１、炉穴１４、集石土坑４、他

町内遺跡群Ⅹ

３４ 大井東台６２４―２ （２００２．３．１２～３．２５）
２００２．３．２６～５．８

１，４１４ 共同住宅 縄文中期住居５、土坑１１、ピット１６ 町内遺跡群ⅩⅠ

３５ 大井東台６４９―３１ （２００１．９．６～９．８） ４８ 個人住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群ⅩⅠ

３６ 大井東台６１４ （２００１．１０．１５～１１．２） ２７２ 倉庫建設 ピット５、土器片 町内遺跡群ⅩⅠ

３７ 大井東台６２６―１２ ２００１．１０．１２～１１．５ １００ 個人住宅 縄文中期住居２、ピット１ 町内遺跡群ⅩⅠ

３８ 大井東台６１４―３ （２００２．１．２８～２．１５） ７８７ 駐車場 縄文中期住居１、竪穴状遺構１、集石土坑２、土坑２、ピット２ 町内遺跡群ⅩⅠ

３９ 大井６２６―８ （２００２．６．３～６．２０） １００ 個人住宅 ピット３、縄文土器片、石屑 町内遺跡群ⅩⅡ

４０ 大井６６１ （２００３．１０．６～１１．４） １，８７５ 幼稚園 土坑６、ピット１０、柵列 町内遺跡群ⅩⅡ

４１ 大井東台６４８―４ （２００４．５．１１～５．１４） １８２ 個人住宅 縄文中期住居３、集石１、土坑１、屋外ピット１ 町内遺跡群ⅩⅡ

４２ 大井６４０―４ （２００４．９．７～９．１７） ５１５ 教会建築 縄文中期住居２、落し穴１、土坑３、ピット２０ 町内遺跡群ⅩⅡ

４３ 大井東台６６１―６ （２００５．１．１３） ９６４ 駐車場 ピット４ 町内遺跡群ⅩⅡ

４４ 大井東台６６４―１５ ２００５．１２．８～１２．２８ ２００ 個人住宅 縄文中期住居１、後期住居２、土坑５、ピット９ 市内遺跡群２

４５ 大井字東台７１０―１，７１１―１，７１７
―１．２

（２００６．５．３１～９．１）
２００６．９．８～２００７．３．７

７，９７１ 小学校建設 縄文中期住居１、後期住居２、土坑５、ピット１０ 市内遺跡群３

４６ 大井字東台６２６‐１１ （２００６．９．４～６）
２００６．９．１５～２８

１００ 個人住宅 縄文中期住居２、集石２、土坑１、 市内遺跡群３

４７ 大井字東台６０２番４，６０２番５ （２００６．９．１９～２０） ３２０ 個人住宅 遺構遺物なし 市内遺跡群３

４８ 大井字東台６４９―２１ （２００７．１．１６～２６） ６０ 個人住宅 縄文中期住居３ 市内遺跡群３

第３９表 東台遺跡調査一覧表
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１ ８０％ （円形） （５５０×？） ○ 有 ○ 曾利系多い EⅠ新 東Ⅲ
２ 完掘 （円形） （４００） ○ 床まで削平 EⅠ古 東Ⅲ
３ ８０％ 隅丸方形 （？×５１０） ○ ○ ○ ○ 大木系有り EⅠ新古相 東Ⅲ
４ 完掘 隅丸方形 ７００×７５０ ② ○ 拡張 EⅡ 東Ⅲ
５ 完掘 円形 ４６０×４７０ ○ ○ 床まで削平 EⅡ 東Ⅲ
６ 完掘 円形 ４２０×４３０ ○ 床削平 EⅡ 東Ⅲ
７ 完掘 円形 ５１０×５２５×２５ ② ○ 曾利・連弧多い EⅡ古 東Ⅲ
８ 完掘 隅丸方形 ５３０×（４６５）２５ ○ 有 ○ ７号に切られる EⅠ新 東Ⅲ
９ ５０％ 円形 約５００ ○ 床削られる EⅡ 東Ⅲ
１０ 完掘 円形 ４１０×４００ ○ 撹乱 EⅠ新 東Ⅲ
１１ 完掘 円形 ４１０×４２０ ○ EⅡ 東Ⅲ
１２ ２０％ 円形 EⅡ 東Ⅲ
１３ 完掘 円形 ３００×２７０ ○ EⅢ 資
１４ 完掘 円形張出 ４３０×４１８ ○ ○ ○ EⅠ新 資
１５ 完掘 円形 ５１４×５２０ ○ 連弧文多い EⅡ古 資
１６ 完掘 長円形 ５２５×４２４ ○ １５号を切り、１７号に切られる EⅡ 資
１７ 完掘 長円形・円形 ４７８×４２２ ○ ○ 有 曾利系多い EⅡ新 資
１８ ９０％ 円形 ５２３ ② 有 １９号を切る EⅠ新 資
１９ 完掘 隅丸台 ５１７ ○ ○ 有 曾利系多い EⅠ古 資
２０ 完掘 長円形 ６５８×５８３ ○ ○ ２１号を切る EⅠ中 資
２１ 完掘 隅丸台形 ４８２×４６２ ○ EⅠ新 資
２２ ５５％ 円形？ 切×２９２ ○ ○ ○ 有 ○ ２３号を切る EⅡ 資
２３ ８０％ 長円形 ６２２×約４７０ ○ 有 ○ 曾利系多い 勝Ⅲ末 資
２４ 長円形 東は区域外 ○ EⅡ新 資
２５ 完掘 長円形？ 西南撹乱 ○ ○ ２４号に切られる EⅡ 資
２６ 勝 資
２７ 長円形 部分発掘 時期不明 資
２８ 完掘 長円形 ４７３×４５０ ○ ○ EⅡ新 資
２９ 完掘 ？ 切×５６３ ○ ② ○ 有 ２８号に切られる EⅠ新 資
３０ 完掘 長円形？ 切×５３２ ○ ○ ３１号に切られる EⅡ 資
３１ 完掘 長円形 ６１８×４７２ ○ ○ ○ 曾利系多い 勝Ⅲ新 資
３２ 完掘 長円形 ５７３×５２５ ○ ３４号と複合 EⅡ 資
３３ 完掘 柄鏡形 ？×５２０ ○ ③ ○ ３２号に切られる 称古 資
３４ 完掘 隅丸方形 ７２０×６２８ ○ ○ ３２号と複合 EⅠ 資
３５ ９０％ 長円形 ５１０×５４０ ○ ○ ○ ○ EⅡ古 資
３６ ３５％ 円形 西半部不明 ○ ○ ○ 柄鏡形？ EⅣ 資
３７ 完掘 長円形 ５３０×４２０×１５ ○ ○ ○ 有 入口部に段 勝Ⅱ古 東Ⅸ
３８ ４０％ 隅丸方形 南半部未掘 ○ ○ ３９号を切る EⅠ新 東Ⅸ
３９ １５％ 隅丸方形 大部分未掘 不明 EⅡ 東Ⅸ
４０ ３５％ 隅丸方形 南半部未掘 ○ ○ EⅠ新 東Ⅸ
４１ 完掘 楕円形 ４８０×３９０×２０ ○ ４４号に切られる 勝Ⅲ新 東Ⅸ
４２ ４５％ 不明 南部・東部未掘 ○ EⅠ新 東Ⅸ
４３ ６０％ 長円形 ６５０×６００×６０ ② 有 EⅡ 東Ⅸ
４４ 完掘 隅丸方形 ５５０×（５００）×２０ ○ ○ 有 ○ ４１・４７号を切る EⅠ新 東Ⅸ
４５ 完掘 長楕円形 ７４０×６００×２５ ③ ○ ２回以上拡張 ４４号と接する EⅡ 東Ⅸ
４６ 完掘 楕円形 ４００×３８０×１０ ○ ４５号に切られる E 東Ⅸ
４７ ３０％ 円形 ３００×未掘×２５ ４４号に切られる 阿Ⅱ 東Ⅸ
４８ ２０％ 隅丸方形 南大部分未掘 ○ EⅠ新 東Ⅸ
４９ 完掘 円形 ５６０×５５０×３０ ○ ○ EⅡ 東ⅩⅠ
５０ 完掘 長円形 ４２０×３８０×３０ 阿Ⅱ 東ⅩⅠ
５１ 完掘 円形 ３３０×３１０×３０ 柱穴無し 阿Ⅱ 東ⅩⅠ
５２ 完掘 円形 ４９５×４９０×５０ ○ ○ 有 勝Ⅱ 東ⅩⅠ
５３ 完掘 円形 ３４０×３１０×３０ ○ ８号土坑で壊れる 勝Ⅱ 東ⅩⅠ
５４ ４０％ 円形 ？×４６０×６５ ○ ○ ○ 有 ○ EⅠ古 東ⅩⅠ
５５ ７０％ （円形） 半掘５５０ ○ ○ 有 阿Ⅱ 東ⅩⅠ
５６ ６０％ （円形） （４８０）×半掘 ○ ○ EⅢ 東ⅩⅠ
５７ 完掘 円形 ６００×６００ ○ ○ ② EⅡ
５８ 完掘 楕円形 ５２０×４２０ ○ ○ 勝Ⅲ末
５９ ５０ （楕円形） ５６０×半掘 EⅠ新
６０ 完掘 円形 ５２０×５１０ ○ ○ 有 EⅠ新
６１ ５０ （円形） １／２調査 EⅡ
６２ ２５ （楕円形） １／４調査 ○ 北大部分未発掘 EⅠ古
６３ ４５ 一部調査 未掘 ② 有 ○ EⅠ古
６４ ７０ （楕円形） ４５３×（４０８）×２２ ○ ６５・６７住と複合 EⅢ 調１３集
６５ ５５ （楕円形） ５０２×不明×２２ ○ 有 ○ ６４住と複合、東半未発掘 EⅠ古 調１３集
６６ 完掘 （楕円形） （６６８×５６０）×４８ ○ ○ △ EⅠ新古相 調１３集
６７ 完掘 隅丸方形 ６６７×５９０×７２ ○ 有 ○ 拡張、６４住と複合 EⅠ古 調１３集
６８ ２０ （楕円形）（４８０）×不明×４７ 未掘 北大部分未発掘 不明 調１３集
６９ ７５ （楕円形）（５８０）×不明×５０ ○ 有 ○ 拡張、南部分未発掘 EⅡ 調１３集
７０ ９０ 円形 ５７０×（５１０）×３０ ○ ○ 有 EⅡ中相 町Ⅳ
７１ 完掘 （楕円形） ４４０×４１０×１６ ○ 有 勝Ⅱ新 町Ⅳ
７２ １５ 隅丸（長）方形 （４８０）×？ 未掘 ○ 西大部分未発掘 EⅠ新 町Ⅳ
７３ 完掘 楕円形 ６０６×５５０×３０ ○ ② 有 伏甕有り、７５住と重なる EⅡ中相 町Ⅳ
７４ 完掘 楕円形 ６１２×５１４×４０ ○ 有 勝Ⅲ古相 町Ⅳ
７５ ７０ 柄鏡形 （５９０）×？ ○ ７３住・８号土坑と重なる 堀 町Ⅳ
７６ 完掘 楕円形 ３９１×３６６ ○ ○ EⅡ新 調１３集
７７ 完掘 隅丸六角形 ５９５×４８０×２４ ○ ○ EⅡ 町Ⅵ
７８ ４０ 不明 不明 ○ ○ 床まで削平 EⅡ新相 町Ⅷ
７９ ４０ 不明 不明 未掘 不明 町Ⅸ
８０ ２０ 不明 不明 未掘 不明 町Ⅸ
８１ ４０ 不明 不明 ○ 不明 町ⅩⅠ
８２ ６５ （円形） （５４６）×？ ○ 有 ○ 異系統土器多し EⅠ新古相 町ⅩⅠ
８３ ３０ （楕円形） ４１０×３１０×３５ ○ 覆土内に土坑 勝Ⅱ 町ⅩⅠ・市３
８４ ３０ （楕円形） 不明（南大部分未掘）○ 撹乱で炉のみ検出 不明 町ⅩⅠ
８５ 完掘 楕円形 ５３０×４７６ ○ 不明 調１７集
８６ 完掘 円形 ４６４×４９２ ○ ○ 曾利多し EⅡ古 調１７集
８７ 完掘 柄鏡形 ４１５×５５２ ○ ② EⅡ新・EⅣ 調１７集
８８ 完掘 不明 （４６５×３８０） ○ ○ 床削平 EⅢ 調１７集
８９ 完掘 不明 （３３５×３１５） ○ 削平 阿Ⅱ古 調１７集
９０ ３０ 不明 （１９０×６０×１０） 未掘 町ⅩⅡ
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９１ ２５ （円形） （２００×１７０） ○ ○ 床面まで削平され、９２住に切られる 町ⅩⅡ
９２ ２５ （円形） （３３０×２６０×２０） ○ ○ 勝末 町ⅩⅡ
９３ 不明 （７００） ○ ○ 床面まで削平される 町ⅩⅡ
９４ ３３ 隅丸方形 （３７０×１８０×１０） 町ⅩⅡ
９５ ５０ （円形） （５０４×４２３） ９６・９７住と複合 市２
９６ 円形 （５６０×５５５） ９５・９７住と複合 市２
９７ 不明 不明 ９５・９６住と複合 市２
９８ ５７ （隅丸方形）（？×６１０）×３５ ○ △ 有 ○ 覆土内に集石 EⅡ新 市３
９９ １０ （楕円形） （？）×１８ 未掘 ○ １７０住より新、１００住より古 EⅡ 市３
１００ ２５ （楕円形） （？）×１２ 未掘 ９９・１７０住を埋める EⅡ 市３
１０１ 完掘 円形 ６９５×６００ ○ EⅠ新 東Ⅳ
１０２ 完掘 円形 ４８０×４６０ ○ 堀Ⅰ 東Ⅳ
１０３ 完掘 隅丸台形 ７００×６１５ ② 有孔鎧付土器多い EⅠ新 東Ⅳ
１０４ ５０ 円形 ５００×５００ ○ EⅠ新古相 東Ⅳ
１０５ 完掘 楕円形 ４６０×４３０ ○ ○ 曾利系多い EⅠ新 史３０集
１０６ 完掘 円形 ４５０×４１０ ○ EⅡ古 史３０集
１０７ 完掘 楕円形 ３８０×３９０ ② EⅠ新 資
１０８ 完掘 長円形 ３９５×３２５ ○ EⅣ 資
１０９ 楕円形
１１０ 完掘 円形 ４０６×４０６ ○ 北関東系有り EⅠ新 資
１１１ 完掘 隅丸長方形 ４８６×４３７ ② ○ EⅠ新 資
１１２ 完掘 円形 約４２０×４０８ ○ EⅡ 資
１１３ 完掘 隅丸台形 ４５０×４６０ ○ ○ ○ 曾利系多い EⅠ新 東台Ⅱ
１１４ 完掘 長円形 ５１０×４５０ ○ 勝末 東Ⅵ
１１５ 完掘 長円形 ５４５×４９５ ○ 勝末～EⅠ 東Ⅵ
１１６ 完掘 長円形 ５７５×５２０ ○ EⅠ末 東Ⅵ
１１７ 完掘 柄鏡形？ （６４０）×５９０ ○ 有 ○ 入口有り EⅣ 東Ⅵ
１１８ ８０ 隅丸方形 ４５０×４１０～４２０ ○ ○ 有 ○ EⅠ 東Ⅵ・Ⅷ
１１９ 完掘 円形 ７７０×７５０ １２０号住居と重複 EⅡ 東Ⅵ・Ⅶ
１２０ 完掘 柄鏡形 ３９０×（７５０） 土器・石囲炉 ② 有 ○ 礫敷、埋設３ EⅣ 東Ⅵ・Ⅶ
１２１ 完掘 長方形 ５３０×４３０ 有 ○ 北カマド・東カマド 平安 東Ⅶ
１２２ 完掘 方形 ４００×３７０ ○ 東カマド、墨書土器 銘「資成」平安 東Ⅶ
１２３ 完掘 円形 ３６５×３５０ 有 茅山下 東Ⅶ
１２４ 完掘 正円形 ４６５×４５５×７ ○ EⅡ 東Ⅷ
１２５ 完掘 楕円形 ４２０×３７０ ○ 阿Ⅱ 東Ⅷ
１２６ 完掘 楕円形 ４６５×４２０ ○ ○ EⅠ新 東Ⅷ
１２７ 完掘 長楕円形 ５６５×４８５×１０ ② 有 ○ EⅠ新 東Ⅷ
１２８ 完掘 隅丸方形 ５１０×４８０ ○ ○ ○ 有 ○ １２９住に切られる EⅠ新 東Ⅷ
１２９ 完掘 隅丸方形 ５６０×５３０ ○ ○ １２８住を切る EⅡ 東Ⅷ
１３０ ７０ 楕円形 ５４０×５１０×２０ ○ 有 ○ EⅠ新 東Ⅷ
１３１ 完掘 不整円形 ６００×５８０ ○ EⅠ 東Ⅷ
１３２ 完掘 隅丸方形 ４９４×（４８０） ○ 有 ○ 複合著しい EⅠ新 町Ⅹ
１３３ 完掘 隅丸方形 ５８０×５２０ ○ 有 ○ 円盤、耳栓 EⅠ新中相 町Ⅹ
１３４ ７０ 隅丸方形 （４３４×３４４） ○ 有 ○ EⅠ古 町Ⅹ
１３５ 完掘 長円形 ５３２×４５２ ○ EⅡ 町Ⅹ
１３６ 完掘 楕円形 ４６０×３９６ ○ 有 ○ EⅠ新 町Ⅹ
１３７ 完掘 不整形 （８３６×８２０） ○ 有 称古 町Ⅹ
１３８ 完掘 不明 ４７０×４９０ ○ ○ 有 １３９住と複合 勝Ⅱ新 町Ⅹ
１３９ 完掘 柄鏡形 ５５６×５６６ ○ ○ １３８住と複合、土製品 EⅣ 町Ⅹ
１４０ 完掘 隅丸方形 ３７２×３４０ ○ ○ 勝Ⅲ末 町Ⅹ
１４１ 完掘 （楕円形） （５３６×５１２） ○ ○ 西部１５５住と複合 狢沢 町Ⅹ
１４２ 完掘 楕円形 ４１４×３９６ ○ ○ E最古 町Ⅹ
１４３ 完掘 楕円形 ４４６×３４０ ○ ○ 有 ○ EⅠ 町Ⅹ
１４４ 完掘 隅丸方形 ５２０×５５６ ○ ○ ○ ２回有 ○ 複合か EⅠ新古相 町Ⅹ
１４５ 完掘 楕円形 ５３６×４４８ ○ ２回有 ○ 炉内（北関東加曽） EⅠ新古相 町Ⅹ
１４６ 完掘 （隅丸方形） （５２６×４５４） ○ 有 EⅠ新中相 町Ⅹ
１４７ ９５ 楕円形 ５６４×５６０ ② ○ ３回有 ○ EⅠ新古相 町Ⅹ
１４８ ３５ 不明 ４３６×？ 未掘 有 ○ EⅠ新中相 町Ⅹ
１４９ 完掘 楕円形 ３８８×４１０ ○ EⅡ 町Ⅹ
１５０ ６５ （楕円形） ５３２×？ ○ 有 ○ １５１住と複合、連弧文・条線多い EⅡ新相 町Ⅹ
１５１ ４０ （隅丸方形） （６０８×？） ○ ○ 有 ○ １５０住と複合 EⅠ新新相 町Ⅹ
１５２ 完掘 （楕円形） ５５６×５００ ○ ② ○ 有 ○ 炉内土器 E最古 町Ⅹ
１５３ 完掘 （楕円形） （６１６×５４４） ② 有 勝Ⅲ 町Ⅹ
１５４ ６０ （隅丸方形） （３６４×５４４） ○ 有 EⅡ古相 町Ⅹ
１５５ 完掘 柄鏡形 ６７０×７０８ ○ ○ 有 １４１住と複合、蓋形土器・ミニ 称古 町Ⅹ
１５６ 完掘 楕円形 ３６６×３０４ 有 EⅠ新 町Ⅹ
１５７ 完掘 楕円形 ５３０×５２６ ○ ○ 有 ○ EⅠ新新相 町Ⅹ
１５８ 完掘 楕円形 ３７２×４３８ ○ ○ 有 EⅠ新中相 町Ⅹ
１５９ 完掘 （柄鏡形？） （６８６×５３０） 称？ 町Ⅹ
１６０ 完掘 （楕円形） （４８８×４８４） 勝Ⅱ新 町Ⅹ
１６１ 完掘 隅丸方形 ５０４×５１４ ② 有 ○ 床直ミニチュア土器２個 EⅠ新・曽Ⅱ 町Ⅹ
１６２ 完掘 楕円形 不明 ○ ○伏 削平 EⅣ・曽Ⅲ 町Ⅹ
１６３ ３０ （隅丸方形） （２１６）×２８８ EⅡ 町Ⅹ
１６４ ６０ （円形） （５６６×４１６） ○ EⅡ新相 町Ⅹ
１６５ ４０ 不明 （３５０×４９６） ○ 堀 町Ⅹ
１６６ 完掘 不明 （３００？×２５０？） ○ 不明
１６７ ７０ 不明 （４００？×？） ○ 不明
１６８ 完掘 不明 （３００？×３００？） ○ 不明
１６９ 完掘 不明 （２７０？×２７０？） ○ 不明
１７０ １０ 不明 （？）×１８ 不明 市３
171 不明 部分発掘・保存
172 不明 部分発掘・保存
173 不明 未調査・保存
174 不明 未調査・保存
175 不明 未調査・保存

第４０表 東台遺跡住居跡一覧表 （単位�）

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、調＝遺跡調査会報告、町＝町内遺跡群、
市＝市内遺跡群
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第８４図 東台遺跡第４５地点調査区域図（１／１，０００）
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Ⅱ 東台遺跡第４５地点

（１）調査の概要

調査は小学校建設に伴うもので、ふじみ野市長より

２００６年５月１６日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南西端

に位置しているため、ふじみ野市教育委員会東台小学

校建設準備室と協議の結果、遺跡範囲と遺構確認の試

掘調査を実施することになった。

試掘調査は２００６年５月３１日から同年９月１日まで行

なった。遺跡範囲内は調査区域内に１０×１０�の大グリ

ッドを設定し、さらに２�単位の小グリッドに２５分割

し、人力による表土除去と表面精査をおこなった。ま

た、遺跡範囲外は大グリッドにそって幅約２�のトレ

ンチを１８本設定し、重機による表土除去後、人力によ

る表面精査を行った。また、遺構を検出なかったグリ

ッドやトレンチについては引き続き旧石器時代の確認

調査を行うためローム層を深掘りしていった。その結

果、縄文時代の住居跡らしき遺構と縄文土器片、旧石

器時代の石器を検出したため、協議の結果本調査を実

施することになった。試掘調査の写真撮影・全測図作

成等記録保存を行い、調査を終了した。

本調査は２００６年９月８日から翌２００７年３月７日まで、

ふじみ野市教育委員会が行い、旧石器時代の石器集中

３ヶ所、縄文時代の住居跡、土坑を調査した。石器集

中からは重さ５６２gもある大型の黒曜石石核が出土し、

平成１９年度埼玉県最新出土品点への出品および遺跡発

掘調査報告で発表し、注目される。

なお、調査報告は小学校建設に伴う発掘調査が平成

２０年度まで継続するため、すべての調査終了後の平成

２１年度に刊行する予定である。

Ⅲ 東台遺跡第４６地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年７月１４日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央に立地

し隣地では縄文時代の住居跡を検出しているため、申

請者と協議の結果、遺構の存在を確認するために試掘

調査を実施した。

試掘調査は２００６年９月４日から同年９月７日まで行

なった。幅約２�のトレンチを２本設定し、重機によ

る表土除去後、人力による表面精査を行ったところ、

住居跡らしき暗褐色土プランを検出した。遺構の範囲

を確認するためさらに表土除去し精査したところ、住

居跡２軒のほか、土坑等であった。確認面まで３０～４０

㎝を測るが、開発による掘削が３０㎝以上に及ぶ。そこ

で申請者と協議した結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

写真撮影・全測図等記録保存を行い、試掘調査を終

了した。

本調査は２００６年９月１５日から同年９月２８日まで、ふ

じみ野市教育委員会が行い、縄文時代中期の住居跡２

軒、土坑、集石を調査した。

（第Ⅱ部第８章東台遺跡第４６地点の調査参照）

第８５図 東台遺跡第４６地点遺構配置図（１／３００）
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Ⅳ 東台遺跡第４７地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年８月１１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡東端に立

地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在を

確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年９月１９日から同年９月２０日まで行

った。２�幅のトレンチを３ヵ所設定し、重機で表土

除去後、人力で表面精査を行なった。調査の結果、全

域で深く耕作されロームを含む黒褐色土が厚く堆積し

ており、遺構・遺物は検出しなかったため慎重工事の

措置とした。確認面まで７０～１２０㎝を測る。

写真撮影・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め

戻し、調査を終了した。

Ⅴ 東台遺跡第４８地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月１６日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央に立

地し、隣接地で縄文時代の住居跡を検出しているため、

申請者と協議の結果、遺構の存在を確認するために試

掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年１月１６日から同年１月２６日まで行

った。２×２�のグリッドを４ヵ所設定し、人力で表

土除去し表面精査を行なった結果、暗褐色土プランを

検出した。遺構の性格を確認するためさらに表土除去

し精査したところ、住居跡、土坑等であった。確認面

まで７０～８０㎝を測り、３０c�の保護層が確保できるた

め工事立ち会いの措置をとった。

検出した遺構の写真撮影・遺構測量等記録保存を行

なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第８６図 東台遺跡第４７地点・４８地点遺構配置図（１／３００）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ５４×４４ １５×１０ ３９

P４ 円形 ３６×３２ １２×８ ６０

P６ 円形 ３６×３０ １６×１６ ３２

P７ 円形 ２５×３２ １０×７ ２６

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P５ 円形 ２８×２６ １０×５ ２４ 旧９９住 P５

P９ 円形 ３０×２８ １６×１６ ４７

P１０ 長方形 ３８×２４ １０×６ ４１

P１１ 円形 ４８×４０ ７×６ ３４

P１２ 円形 ３４×３０ ２０×１６ ５２

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P２ 円形 ３２×３０ ２１×１６ ３９

P３ 円形 ４５×４２ １６×１２ ７８

P８ 円形 ３２×３０ １７×１６ ２４

P１３ ー （５６）×（４４）１２×６ ２７

（２）遺構と遺物

�９９号住居跡

【位置】調査区の南東隅に位置する。東台遺跡縄文集

落内では東側環状集落の内側にあたり、４０～４８号住居

跡等住居密集部分と連続する。

【形状】住居跡の北西部分を検出した。平面形態は円

形か楕円形を呈する。確認面から床面の深さは１８�、

現況面からは１００�を測る。１７０号住居跡を埋めて床面

とし、１００号住居跡により埋められる。

壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

第４１表 東台遺跡９９号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

【時期】加曾利 EⅡ式期。

�１００号住居跡

【位置】調査区の南東隅に位置する。東台遺跡縄文集

落内では東側環状集落の内側にあたり、４０～４８号住居

跡等住居密集部分と連続する。

【形状】住居跡の北側部分を検出した。平面形態は円

形か楕円形を呈する。確認面から床面の深さは１２�、

現況面からは９０�を測る。９９号・１７０号住居跡を埋め

て床面とし、最も新しい。

壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

第４２表 東台遺跡１００号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

【周溝】９９号住居跡を埋めて床面とした部分で検出し

た。幅２０�、深さ５�。

【時期】加曾利 EⅡ式期。

�１７０号住居跡

【位置】調査区の南東隅に位置する。東台遺跡縄文集

落内では東側環状集落の内側にあたり、４０～４８号住居

跡等住居密集部分と連続する。

【形状】住居跡の北側部分を検出した。平面形態は円

形か楕円形を呈する。確認面から床面の深さは１８�、

現況面からは１００�を測る。９９号・１００号住居跡によっ

て埋められ、最も古い。

壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

第４３表 東台遺跡１７０号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

【時期】不明。

④９９号住居跡出土遺物（第８８図上１～１６）

１と２は深鉢の口縁部文様帯部分で区画文・渦巻文

を基調とし、地文縄文であり加曽利 EⅡ式である。

３は沈線２本をめぐらしたのみで、地文縄文を角丸長

方形に沈線で区画し、その周囲を磨消す。加曽利 E

Ⅲ式であろう。４と５は口縁下に２列の列点文をめぐ

らす地文縄文のもので加曽利 EⅡ式といえる。６と

７は半裁管状工具による沈線の地文のみで上記と併行

する非在地系の土器。８は２の退化形で、９と１０は地

文縄文に磨消懸垂文をもつ加曾利 EⅡ式の典型。１１

は地文縄文のみのもの。１２は沈線と沈線列のみ。１３と

１４は沈線列の地文に貼付隆帯に刻目を加える。１５と１６

は無文口縁と底部で１１～１５も加曽利 EⅡ式と併行期。

⑤１００号住居跡出土遺物（第８８図中１～３）

１～３は文様・胎土・焼成から同一個体としてよい

もので、ラフなRL縄文を地文とし、２本の沈線間を

磨消した直下懸垂文をもつ。加曽利 EⅡ式新相。

⑥１７０号住居跡出土遺物（第８８図中右）

１は無文の深鉢片。加曽利 EⅡ式の可能性が高い。

⑦遺構外の出土遺物（第８８図下１～１２）

１は無文、２は列点文をめぐらす地文縄文の類。３

は地文縄文に沈線で蛇行懸垂文を入れる。４～８は地

文縄文に磨消懸垂文を入れる。９は地文縄文のみの部

分の胴部片。１０は沈線列を地文とし、沈線の懸垂文を

もつ。１１は地文条線のみの胴部片。１２は無文の浅鉢で、

表面のヘラ磨きが著しい。１～１１は加曾利 EⅡ式で

あり、１２もこの期のものであろう。
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第８７図 東台遺跡９９号・１００号・１７０号住居跡（１／６０）
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第８８図 東台遺跡９９号・１００号・１７０号住居跡・遺構外出土遺物（１／４）
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第Ⅱ部 民間開発に伴う本調査

第１章 松山遺跡第４０地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、２００７年２月２日

から８日まで行なった試掘調査に基づき申請者と協議

した結果、開発の変更ができないため、原因者負担に

よる本調査を実施することになった。

本調査は２００７年２月２１日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、土層図・遺構平面図・調査

区域図の平板測量と写真撮影を行い、同年３月９日調

査を終了した。検出した遺構は奈良時代の住居跡１軒、

土坑１３基、竪穴状遺構１基、時期不明の落し穴１基、

ピット１基、溝１条である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）H３３号住居跡

【位置】調査区の南西端に位置する。遺跡全体の分布

では北側に位置する。土坑１と２と重複し、土坑より

古い。

【形状】主軸方位はN－５°－E、北側に竈を備える。

平面形態は方形、規模は主軸方位の南北が竈を含めて

４．９５m、竪穴部分で４．５５m、東西４．２０m、確認面から

の深さ０．３８mである。

【竈】住居の北側に付く。北西部分は土坑２により壊

される。竈の裾部は粘土を貼り付けている。竈奥壁か

ら右側裾部にかけて焼けて赤化する。裾部を含めた竈

の規模は幅１．５４m、奥行き０．９８m、残高０．２２mである。

第８９図 松山遺跡第４０地点遺構配置図（１／３００）
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地点 所 在 地 調査期間
（ ）は試掘調査

面積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１次 松山２―５―４ １９７８．１０．１４～１１．６ ４７９ 住居跡２、 埋（Ⅰ）

２次 松山２―６―７ １９７９．４．２６～５．１ １６１ 住居跡１、土師器 埋（Ⅱ）

３次 築地３―１―２０ １９７９．８．７～１６ ７３３ 住居跡１、土器 埋（Ⅱ）

４次 松山２丁目６―９ １９８２．９．１３～２４ ２７７ 遺構なし、平安土器 埋（Ⅴ）

５次 築地１丁目１―１６ １９８３．４．２０～２８ １４６１住宅建設 なし 埋（Ⅵ）

６次 松山２―６―１６ １９８４．８．１３～２８ ３３０住宅建設 溝１、土拡５ 埋（Ⅶ）

７次 築地２―３―１９ １９８６．１．１３～２１ ２３７個人住宅建設溝１ 埋（Ⅷ）

８次 築地２―４―１２ １９８６．７．１～８ ３１９個人資材置場建設 平安土器散布他 埋（Ⅸ）

９次 築地１―１―５０ １９８７．１０．１～３ ２８８個人住宅建設なし 埋（Ⅹ）

１９８８試築地３―３―４ １９８９．１．９，１０ ３７０住宅建設 なし 埋（１１）

１９８９試築地２―３―１１ １９８９．６．２７～３０ １３４２共同住宅建設なし 埋（１２）

１９９０試松山２―２―９ １９９０．９．７～１２ ３０４個人住宅建設なし 埋（１３）

１０次築地２―２―６ １９９１．１０．１４～１８ ４５０個人住宅建設平安住居（国分期）２、溝１ 埋（１４）

１１次築地２―１―１０ １９９１．１０．１８～２１ ２０２９宅地造成 平安住居（国分期）１、溝１、土坑２、井戸状遺構１埋（１４）

１９９２試（１）松山２―６―２２，２３ １９９２．４．１７～２４ ５６７駐車場敷設なし 埋（１５）

１９９２試（２）松山２―４―７ １９９２．５．６～１１ ５７１駐車場敷設なし 埋（１５）

１２次松山２―３―１１ １９９２．５．１２～２０ ３９３宅地造成 平安井戸跡１ 埋（１５）

１３次築地３―２―１８ １９９２．５．１８～３０ ２３４宅地造成 平安住居跡１ 埋（１５）

１４次松山２―５―１７ １９９２．５．２１～３０ ４３２宅地造成 中世井戸跡２ 埋（１５）

１９９２試（３）松山２―３―３１，１３ １９９２．６．１２～１８ ８７１．９宅地造成 なし 埋（１５）

１９９２試（４）築地１―３―１７ １９９２．６．３～１１ ９９８共同住宅建設溝遺構、井戸状遺構 埋（１５）

１９９２試（５）松山１―４―３２ １９９２．１０．３０ ７８．４共同住宅建設なし 埋（１５）

１９９３試（１）松山２―３―１ １９９３．４．５～１６ ５０９．１９宅地造成 なし 埋（１６）

１５次松山２―３―４１ １９９３．４．１９～２８ １４８個人住宅建設平安住居跡１ 埋（１６）

１７次築地３―２―１９ １９９３．５．１０～２４ ５９７駐車場敷設古墳末期住居跡１ 埋（１６）

１６次松山２―３―４３，４４ １９９３．７．２～１５ １５６．７６個人住宅建設平安住居跡１ 埋（１６）

１９９３試（３）築地３―１―１７，３１ １９９３．１０．１５～２０９９４．２２共同住宅建設なし 埋（１６）

１９９３試（４）築地２―５―２の一部 １９９３．１０．２２～２６１２４６．６３共同住宅建設なし 埋（１６）

１８次築地３―１―１６ １９９３．１２．１～７ ２９０駐車場敷設奈良末～平安住居跡１ ５年教

１９次松山２―５―９ １９９４．１．１７～２．３１５３１．３８貸店舗建設平安住居跡２、溝跡１ 遺調３集 松
山遺跡第１９
次調査概報

１９９４試（１）築地２―２―３ １９９４．５．３０ ３１０．４８分譲住宅建設なし 埋（１７）

２０次築地１―２―４ １９９４．６．２４～７．１５５９．１７共同住宅建
設

古墳末期竪穴住居跡１、土師器、須
恵器破片

埋（１７），遺調
５集

１９９４試（３）築地２―４―７ １９９４．８．３～１２ ５３２．３６宅地造成 なし 埋（１７）

１９９５試（１）築地３―１―９，１０ １９９５．５．１０～１９ ３０３宅地造成 なし 埋（１８）

１９９５試（２）築地３―３―２ １９９５．５．２２～６．１５ ５４２宅地造成 古墳末期住居跡１ 埋（１８）

１９９５試（３）築地３―２―２３ １９９５．１０．１７～２０１５３．２５個人住宅建設なし 埋（１８）

２１次築地３―２―２３ １９９５．１０．１７～２０３７８．５３市道敷設 古墳末期住居跡１ 埋（１８）

１９９５試（４）松山２―５―８，１６ １９９５．１２．２２ ４１３宅地造成 なし 埋（１８）

１９９６試（１）築地３―２―１３，２４の一部１９９６．４．２３～２４ １３９個人住宅建設なし 埋（１９）

１９９６試（２）松山２―２―１ １９９６．７．２２～２４ ４８９宅地造成 溝１（時期不明） 埋（１９）

１９９７試（１）松山１―４―１７ １９９７．９．１１～１８ ５９１個人住宅建設なし 埋（２０）

２２次築地３―４―１５，２３ １９９７．１２．１５～２４ ４１９個人住宅建
設

平安初頭住居１、奈良末期掘立柱
建物３、縄文集石土坑７、土師器、須
恵器、縄文土器、墨書土器１

埋（２０）

１９９８試（２）築地３―２―２３外２筆 １９９８．４．１７，５．２０～２２ ４５０宅地造成 なし 埋（２１）

１９９８試（３，４）築地３―３―１ １９９８．４．２０～５．２０ ９２２宅地造成 中近世溝１ほか 埋（２１）

２３次築地３―２―２４の一部 １９９８．５．１１～１４ １２０個人住宅建設奈良後半住居跡１ 埋（２１）

１９９８試（５）築地１―３―１８ １９９８．７．１ １６７．０６個人住宅建設なし 埋（２１）

２４次築地３―２―４の一部 １９９８．９．８～２１ ５０農地改良 埋（２１）

１９９８試（６）築地２―５―６ １９９８．９．１～４ ３６３個人住宅建設なし 埋（２１）

地点 所 在 地 調査期間
（ ）は試掘調査

面積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

２５次築地３―２―２３外２筆 １９９９．３．３～１２ ２４０個人住宅建設奈良初頭住居跡２ 埋（２１）

１９９９試（１）松山２―１―１０ １９９９．４．１６ １６６個人住宅建設なし 埋（２２）

１９９９試（２）松山２―３―３ １９９９．５．６～１２ ３４０宅地造成（土地分譲）溝１（時期不明） 埋（２２）

１９９９試（３）築地３―３―１４，１５ １９９９．６．２２～２４ ７７８．２９宅地造成（土地分譲）なし 埋（２２）

１９９９試（４）築地３―５―１５の一部，２４，２７１９９９．８．２～６ ７４５．５８宅地造成（土地分譲）ピット５（平安？） 埋（２２）

１９９９試（５）築地３―５―２８ １９９９．８．２６～９．１３３１．３個人住宅建設溝１（時期不明） 埋（２２）

２６次築地１―３―２１ ２０００．５．１５～６．２
（２０００．４．２７～５．１２）

６２７．９市道設置工
事

井戸２、竪穴式住居１、土師器、須恵
器、陶磁器片

埋（２３）

２０００試（２）築地１―３―５，２５，２７，３５２０００．５．１７～２５ ６８７．３共同住宅建設土坑１ 埋（２３）

２７次仲２―１―１０ ２０００．６．１２～７．３
（２０００．５．２２～６．８）

９１２共同住宅建設及
び市道設置工事

奈良竪穴住居跡１、土師器、須恵器、
陶磁器片

埋（２３）

２０００試（４）松山２―２―５ ２０００．１０．３０ ５９２共同住宅建設なし 埋（２３）

２８次築地１―１―２８ ２００１．２．８～２１ １６５．６個人住宅建設奈良住居跡１ 埋（２３）

２０００試（５）築地３―１―２８ ２００１．２．２～１３ ６１４宅地造成（土地分譲）飛鳥～奈良住居跡１ 埋（２３）

２０００試（６）松山２―１―８，１７ ２００１．３．２１ １７４．９宅地造成（土地分譲）なし １２年教

２００１試（１）新田２―４５０―１ ２００１．４．１２～１３ ２０４．１５個人住宅建設なし 埋（２４）

２００１試（２）仲２―１―１０ ２００１．５．８，９，１７，１８ １６８地区計画道路敷設 近代以降溝３ 埋（２４）

２００１試（３）築地３―４―１０ ２００１．５．１０～１５ ４３４．５９共同住宅建設なし 埋（２４）

２００１試（４）仲１―１―２，３，１４ ２００１．９．１２ ６９４．６８個人住宅建設なし 埋（２４）

２００２試（１）築地１―２―８ ２００２．５．２０～２３ ９７８遺構の所在確認調査 竪穴住居跡１ 埋（２５）

２００２試（２）築地３―５―３５，３６ ２００２．７．１１ ２４８．０９宅地造成（土地分譲）なし 埋（２５）

２９次築地１―２―８の一部 ２００２．７．２～８．９ ３６個人住宅建設竪穴住居跡１ 埋（２５）

２００２試（３）松山２―５―７ ２００２．８．５ ３５８．５７宅地造成（土地分譲）なし 埋（２５）

２００２試（４）築地１―３―２８ ２００２．８．２０～２１ ４７９共同住宅建設なし 埋（２５）

２００２試（５）築地１―３―２２，２５，３０ ２００２．８．２２～２８ ６４０．６８遺構の所在確認調査 竪穴住居跡１【盛土保存】 埋（２５）

２００２試（６）松山２―６―５ ２００２．９．９ １４７個人住宅建設なし 埋（２５）

２００３試（１）本新田１―２３ ２００３．４．１６～２１ １０８０．４８共同住宅建設なし 埋（２６）

２００３試（２）築地３―５―３外６筆 ２００３．８．１９～２０ ２５７８．０２宅地造成 飛鳥竪穴住居跡２【盛土保存】 埋（２６）

３０次松山２―２―３ ２００３．１０．３～１０ １４２．４７個人住宅建設奈良竪穴住居跡１【調査実施】 埋（２６）

２００４試（１）築地３―１―１６，３２ ２００４．４．２２～２３ ９７６宅地造成 なし 埋（２７）

２００４試（２）築地１―３―３７ ２００４．４．２６ １６５個人住宅建設なし 埋（２７）

２００４試（３）松山２―６―１１ ２００４．６．１６ ３０９宅地造成 なし 埋（２７）

２００４試（４）築地２―５―１４，２５，２７ ２００４．８．５ ２８０個人住宅建設なし 埋（２７）

２００４試（５）築地３―４―１２ ２００４．９．６～８ ９１１宅地造成 溝１ 埋（２７）

２００５試（１）松山２―２―４の一部 ２００５．４．６～７ ３１３土地分譲 なし 市１

２００５試（２）築地３―１―３２，３４，４３ ２００５．４．１９～２１ ５４９土地分譲 なし 市１

２００５試（３）築地２―５―３２ ２００５．４．２８ １３２個人住宅建設なし 市１

３１次築地３―１―６９ ２００５．６．１４～２３
（２００５．６．９～１３）

１２０個人住宅建
設

古墳住居１ 市１

２００５試（８）築地２―５―３ ２００５．８．３０～９．１３ ５６７宅地造成 平安住居１ 市１

３２次築地２―５―３の一部 ２００５．９．８～１３
（２００５．８．３０～９．７）

１３２個人住宅建
設

平安住居１ 市１

２００５試（５）築地２―５―３６ ２００５．１０．３１ １２５個人住宅建設なし 市１

２００５試（４）松山２―４―２３ ２００５．１０．２０～２１ １６１個人住宅建設なし 市１

２００５試（６）仲１―４―２６ ２００５．１１．１４ １０８個人住宅建設なし 市１

２００５試（７）松山２―５―２１ ２００６．２．２８ １００個人住宅建設なし 市２

３７ 松山２―６―１０―１３ ２００６．４．１３ ２２８個人住宅建設なし 市３

３８ 仲１―４―３，９，１２，１３，２４２００６．５．２９ ２１７６宅地造成 なし 市３

３９ 築地２―３―１０ ２００７．１．１０～２０ ９３７宅地造成７区画なし 市３

４０ 築地１―１―５ ２００７．２．２１～３．９
（２００７．２．２～８）

１０４７宅地造成７
区画

奈良住居跡１、中世遺構検出 市３

４１ 中ノ島１―２―５ ２００７．２．２１～３．５
（２００７．２．７～９）

１２８１宅地造成９
区画

中世遺構遺物検出 市３

４２ 仲２―３―１５ ２００７．２．１３ １０８個人住宅建設なし 市３

４３ 築地２丁目５番２ ２００７．４．１１～２４ ６６８．１３分譲住宅建設

住居
番号

調査
年度 調 査 名 調 査 率 平面形

（ ）は推定 規 模
炉

設置壁
カマド規模 ㎝

周溝 主軸方位 時 期 備 考 文 献
カマドK 煙道 幅

１ １９７８ 第１次１号住居 完掘 正方形 ３９０×３８０ K 東 １１０ ７５ ○ 国分前半 埋蔵文化財の調査Ⅰ
２ 〃 第１次２号住居 完掘 台形 ３６０×３２０ K 東 １２０ ８５ ○ 国分前半 〃
３ １９７９ 第２次３号住居 ２／３ （方形） ３５０× ×１０ K 東 一部 国分後半 埋蔵文化財の調査Ⅱ
４ 〃 第３次４号住居 完掘 方形 ５３０×４７５ K 北 ２００ １００ ○ N－１４ー E 国分後半 〃
５ １９９１ 第１０次５号住居 完掘 長方形 ２３０×３５０ K 北→東 ○ ９C ２半期 埋蔵文化財の調査１４
６ 〃 第１０次６号住居 ２／３ 方形 ３４０×３００ K 東 ○ ９C ２半期 〃
７ 〃 第１１次７号住居 完掘 正方形 ４００×４００ 遺存状態悪い ○ ８C ４半期 〃
８ １９９２ 第１３次８号住居 ３／４ （方形） ４００× N－１０ー E ８C ３半期 埋蔵文化財の調査１５
９ １９９３ 第１５次９号住居 完掘 ２６０×３００→４２０×３１０→４４０×３５０ 東→北 ○ ９C １半期 鉄鉢型須恵器出土 埋蔵文化財の調査１６
１０ 〃 第１６次１０号住居 １／３ 正方形 ５６０×５６０ K 北 １３０ ８０ ○ ８C ４半期 〃
１１ 〃 第１７次１１号住居 完掘 方形 ６００×６００ K 北 ○ 最大住居 ７C ４半期 黒色土師器出土 〃
１２ 〃 第１８次１２号住居 完掘 方形 ４００×３２０ K 北 （○） ８C ４半期 〃と市史
１３ １９９４ 第１９次１３号住居 完掘 長方形 ４５０×３００ K 北 ○ N－５ー E ９C １半期 松山遺跡第１９次調査概要
１４ 〃 第１９次１４号住居 完掘 長方形 ４５０×５００ K 東→北 ○ N－５ー E ９C １半期 土錘出土 〃
１５ 〃 第２０次１５号住居 完掘 長方形 ３７０×４７０ K 北西 ７０ ７０ ○ ７C ４半期 松山遺跡第２０次の調査
１６ １９９５ ７年試掘（２）１６号住 N－２０ーW ６C 未報告
１７ 〃 第２１次１７号住 完掘 長方形 ４８０×４００ K 北 ○ ７C ４半期 埋蔵文化財の調査１９
１８ １９９７ 第２２次１８号住 完掘 長方形 ２４０×４６０ K 東 ９０ ６０ ○ N－５０ー E ８C末 埋蔵文化財の調査２０

〃 第２２次１号掘立 ２／３ 長方形 東西５間 南北３間 ８C末～９C初 〃
〃 第２２次２号掘立 部分 長方形 東西２間 南北２間 ８C末～９C初 〃
〃 第２２次３号掘立 部分 長方形 南北３間 ８C末～９C初 〃

１９ １９９８ 第２３次１９号住 ４／５ 長方形 ２６０×２９０ ○ N－３０ーW ８C後半 土錘６点出土 埋蔵文化財の調査２１
２０ １９９９ 第２５次２０号住 ８C初頭 暗紋土師器 市史通史編
２１ 〃 第２５次２１号住 ８C初頭 未報告
２２ ２０００ 第２６次２２号住 完掘 ３６０× K 北 ○ ７C後半 １４年度完掘、焼失住居 埋蔵文化財の調査２３
２３ 〃 第２７次２３号住 完掘 台形 ６００×７２０ K 北 ○ ８C半ば 〃
２４ ２００１ 第２８次２４号住 １／２ ３４０× K 北西 ○ ８C中葉 埋蔵文化財の調査２４
２５ ２０００ １２年度試掘５ ２／３ 遺存状態悪い 埋蔵文化財の調査２３
２６ ２００２ 第２９次２６号住 完掘 長方形 ４２０×３６０ K 北 ○ ７C後半 埋蔵文化財の調査２５
２７ ２００３ １５年度試掘２７号住 一部 （盛土保存） プランのみ確認 埋蔵文化財の調査２６
２８ 〃 １５年度試掘２８号住 １／２ （盛土保存） プランのみ確認 〃
２９ 〃 第３０次２９号住 完掘 長方形 ３６０×４２０ K 東 ○ ９C前半 〃
３０ ２００５ 第３１次３０号住 完掘 長方形 ３６０×６００ K 北 ○ 土錘出土 市内遺跡群１
３１ 〃 第３２次３１号住 完掘 長方形 ３８０×３３０× K 東 ○ S－６５ー E ９C中葉 〃
３２ 〃 第３２次３２号住 １／２ 長方形 東西４m×南北３m以上 K 東 ○ S－８５ー E 〃
３３ ２００６ ４０地点３３号住 完掘 方形 ４５５×４２０ K 北 ９８ １５４ ○ N－５ー E ８C後半 市内遺跡群３

第４４表 松山遺跡調査一覧表

埋＝埋蔵文化財の調査、教＝教育要覧、遺調＝遺跡調査会報告書、市＝市内遺跡群

第４５表 松山遺跡古代住居跡一覧表 （単位 cm）
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第９１図 松山遺跡第４０地点H３３号住居跡・遺物出土状況図（１／６０）竈（１／３０）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ ７５～ ４５～ ３０

土坑１ 円形 ８２×８２ ７６×７０ ２６

土坑２ 円形 ８６×８０ ６０×５４ ７１ 須恵器・土師器出土

土坑３ 円形 ８４×８０ ５２×４７ １２８

土坑４ 円形 ９０×９０ ８１×７６ ２３

土坑５ 円形 ９６×９６ ３２×２１ ３１

土坑６ 円形 １０４×９７ １３×１２ ４４ 土師器出土

土坑７ 円形 ８０×７７ ６８×６６ ９

土坑８ 円形 １０４×１０１ ４４×４２ １８０ 常滑甕出土

土坑９ 円形 ９４×９１ ６８×６６ １５

土坑１０ 楕円形 １６８×１２５ ７１×３４ １１２ 落し穴？

土坑１１ 楕円形 ７２×６６ ６８×５８ １６ 旧 P１

土坑１２ 円形 ８０×８０ ７８×７６ １４ 旧 P２

土坑１３ 楕円形 ７７×６８ ８×８ ４８ 旧 P３

土坑１４ 不整形 ９４×８７ ７２×６５ １６ 旧 P４、瓦質土器出土

P１ 円形 ３４×３２ ２２×２０ ２６ 旧 P５

地下 P１ 円形 ４３×３２ ２６×２２ ８０

地下 P２ 円形 ３３×３０ ２２×２２ ３７

地下 P３ 円形 ２０×２０ １５×１０ ６

【土坑・ピット】竈左側に０．４３×０．３７×深さ０．４９mの

ピット（P１）が有り、須恵器破片が出土した。貯蔵

穴の可能性がある。

【周溝】南側は道路が崩れるおそれがあるため全て掘

っていないが、主軸部分と隅の部分では周溝と壁を確

認しており、竈の周囲を除き、住居の壁際を全周する

と思われる。周溝幅１２～２０cm、深さ６～１２cm前後で

ある。

【床・壁】床面は全体に硬化面がなく平坦である。壁

は垂直に立ち上がる。

【時期】出土遺物から８世紀後半。

（２）溝

調査区北東隅に検出した。断面形態は「凵」字形を

呈し、底面は凸凹する。検出した溝の長さは３．４m、

上端幅は０．７５m、下端幅は０．４５m、確認面からの深さ

０．３mである。遺物は検出しなかった。

（３）土坑・ピット

土坑１４基、ピット１基を検出した。土坑は径１m前

後の円形が多く、土坑４・８・７や土坑２・３・５等

は直線配列も認められるが、掘建柱建物跡は確認でき

ない。土坑３・８は深いが、礫層にまでは達しておら

ず井戸の可能性は低い。

土坑１０は長楕円形を呈し落し穴の可能性がある。

（４）地下室

調査区の中央南側に位置する。主軸方位はN－４２°

－W、平面形態は隅丸長方形、規模は３．４５×２．８０m、

確認面からの深さ０．５４m。壁はオーバーハングして立

ち上がる。中央部分から西壁にかけてピットを検出し

た。出土遺物はなく時期不明であるが、覆土から比較

的新しい採土坑の可能性もある。

（５）出土遺物

H３３号住居跡より７０点余りの須恵器片、土師器片が

出土し、６点を図示した。７は土坑８出土の常滑甕破

片。

第４６表 松山遺跡第４０地点遺構一覧表 （単位㎝）

遺構 No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

H３３住 １
土器・須恵器・坏
蓋

１７．１ 鈕径２．８ ３．８
轆轤成形／天井部回転ヘラ削り調整後、
鈕貼り付け／海綿骨針含む

比企地方 ８世紀中頃 ３／４残存

H３３住 ２ 土器・須恵器・坏 （１２．６） ６．６ ４．３
轆轤成形／底部周辺回転ヘラ削り調整／
海綿骨針含む

比企地方 ８世紀後半 １／３残存

H３３住 ３ 土器・須恵器・坏 （１３．３） ７．５ ３．８
轆轤成形／底部周辺回転ヘラ削り調整／
海綿骨針含む

比企地方 ８世紀後半 ３／４残存

H３３住 ４ 土器・土師器・坏 （１２．４）（８．４） ３．７
口縁部横撫で。体部縦方向のヘラ削り。
底部ヘラ削り。／胎土粉質。

８世紀 １／２残存

H３３住 ５ 土器・土師器・甕 口縁部横撫で。体部横方向のヘラ削り。 口縁部破片

H３３住 ６
土器・土師器・台
付き甕

（１０．０） 横撫で 脚部破片

土坑８ ７ 焼締陶器・甕 紐積み成形／内面横撫で 常滑 中世 体部破片

遺構外 ８ 石器・石鏃 ２．０ １．４ ０．３ 重量０．７５g。 黒曜石 縄文時代 完形

第４７表 松山遺跡H３３号住居跡出土遺物観察表 （単位㎝）
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第９２図 松山遺跡第４０地点地下室・土坑（１／６０）
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第９３図 松山遺跡第４０地点ピット・溝（１／６０）H３３号住居出土遺物（１／４）遺構外出土遺物（２／３）
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第２章 松山遺跡第４１地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、２００７年２月７日

から９日まで行なった試掘調査に基づき申請者と協議

した結果、開発の変更ができないため、原因者負担に

よる本調査を実施することになった。

本調査は２００７年２月２１日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、土層図・遺構平面図・調査

区域図の平板測量と写真撮影を行い、同年３月５日調

査を終了した。検出した遺構は中世の溝３条、土坑７

基である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）溝

調査区北西部に３条検出した。溝１・２は東西方向、

溝３は東西方向から直角に南北方向へ曲がる。溝１と

溝２は平行しており、上端幅で０．９～１．３m、溝の中心

幅では２．０～２．２mの間隔がある。道路の側溝跡の可能

性は高いが、溝１と２に挟まれた間の検出面及び土層

を観察したが、硬化面は検出していない。耕作により

削平された可能性もある。

３条とも断面形態は「U」字形を呈し、底面は平ら

である。

溝１は調査区西端から２０m東側で北へ曲がり、浅く

第９４図 松山遺跡第４１地点遺構配置図（１／３００）
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第９５図 松山遺跡第４１地点溝１～３（１／１００）土層図（１／６０）
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平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ 断面U字形 ２８～１１０ １６～５８ ５～３７
陶器、瓦質土器、
須恵器、砥石出土。

溝２ 断面U字形 ７２～１２２ ３４×６０ ２１～４０
銭貨、陶器、瓦質土器、
かわらけ、砥石，板碑
出土。土坑１より新。

溝３ 断面U字形 ３５～７２ １８×４２ １５～１９
陶器出土。土坑
４・５より旧。

溝３P１ 円形 ４４×３６ １８×１６ ３２

溝３P２ 円形 ３２×３２ １２×８ ５３

土坑１ 円形 ８４×７４ ６０×５３ ５４

土坑２ 楕円形 １１５×７７ ９７×５９ ３４ 土師器出土

土坑３ 円形 １０７×９１ ３５×１２ ８８

土坑４ 円形 ８０×７８ ６０×５０ １３７ 陶器、石製品出土

土坑５ ×７０ ×３５ １６

土坑６ 円形 ９４×８９ １８×１６ ９５ 瓦質土器出土。

土坑７ 円形 １０８×１０３ ４８×４８ ６４ 旧 P１

なって消滅する。溝の時期は出土遺物から１５世紀。

溝２は調査区西端から１３．５m東側で立ち上がり消滅

する。土坑１と重複し、土坑１より新しい。１５世紀。

溝３は調査区西端から９m東側で直角に南側へ曲が

り４．５mで立ち上がり消滅する。溝３が直進した先の

１．８m南には土坑１があり、溝２とは９０°の位置関係

にある。土坑４・５と重複し、土坑より古い。出土遺

物から時期は中世。

（２）土坑・ピット

土坑７基を検出した。土坑は径１m前後の円形が多

く、特に土坑３・６・７は底から壁まで酸化しており、

井戸もしくは水抜き穴の可能性がある。

第４８表 松山遺跡第４１地点遺構一覧表 （単位㎝）

第９６図 松山遺跡第４１地点土坑（１／６０）
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遺構 No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

溝１ １ 焼締陶器・片口鉢 （１２．４） 紐積み成形、下半指頭圧痕、底裏砂底／
内面磨耗 常滑 １５世紀～

１６世紀 底部破片。

溝１ ２ 瓦質土器・甕 （１２．４） 紐積み成形、口縁部内面横方向の撫で、体部内
面指頭痕。外面横方向の撫で／長石砂礫粒多量。 在地 １３～１４世紀 口縁部破片

溝１ ３ 瓦質土器・鉢 紐作り成形、口縁部横撫で。外面指頭痕と
横方向の撫で／内面磨耗／長石砂礫粒多量。 在地 １４世紀 口縁部破片

溝１ ４ 瓦質土器・鉢 紐作り成形、口縁部横撫で。外面指頭痕と
横方向の撫で／内面磨耗／長石砂礫粒多量。 在地 １４世紀 口縁部破片

溝１ ５ 瓦質土器・鉢 紐作り成形、口縁部横撫で／内面磨耗、
補修孔有り／長石砂礫粒多量。 在地 １４世紀 口縁部破片

溝１ ６ 瓦質土器・鉢 紐作り成形／内面磨耗／長石砂礫粒多量。 在地 １３～１５世紀 底部破片
溝１ ７ 須恵器・坏 轆轤成形／口縁部外反する。 ９～１０世紀 口縁部破片

溝１ ８ 瓦質土器・鉢 （１３．２） 紐作り成形、静止糸切。外面指頭痕と横方
向の撫で／長石砂礫粒多量。雲母片少量。 在地 １３～１５世紀 底部破片

溝１ ９ 石製品・砥石 〈５．８〉 ４．８ ４ 表裏側上５面砥面。中央括れる。 砂岩 １／２以下残存
溝１ １０石製品・砥石 〈７．１〉 ３．１ ２．４ 表裏側４面砥面。中央括れる。 凝灰岩 １／２以上残存
溝２ １１焼締陶器・片口鉢 （１９・０） 紐積み成形、口縁横撫で／内面磨耗 常滑 １５世紀後半 口縁部破片

溝２ １２瓦質土器・鉢 紐作り成形、口縁部横撫で。外面指頭痕と
横方向の撫で／内面磨耗／長石砂礫粒多量。 在地 １４世紀 口縁部破片

溝２ １３土器・カワラケ １２．８ ５．６ ２．９

ロクロ成形、回転糸切り（右）／口縁部
内湾、見込み外周は指撫で。／赤色粒子
少量含む。内面煤付着。胎土粉質。外面
表面剥落。

在地 １６世紀 ３／４以上
残存

溝２ １４土器・カワラケ （１２．４）（４．８） ３．０ ロクロ成形、回転糸切り（右）／口縁部
内湾／赤色粒子少量含む。胎土粉質。 在地 １６世紀 １／２以下

残存
溝２ １５石製品・板碑 ２．３ 「蓮座」右側の印刻有り 緑泥片岩
溝２ １６石器・打製石斧 １４．１ ５．８ ２．６ 重量２８８．１g。 ホルンフェルス 縄文時代 完形

溝２ １７銭貨・銅銭・政和通宝 径２．４４ 孔幅
０．５９ ０．１１ 重量１．４２g。 北宋１１１１年 ３／４以上

残存

第９７図 松山遺跡第４１地点溝出土遺物（１／４）

第４９表 松山遺跡第４１地点出土遺物観察表 （単位�）
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第３章 江川南遺跡第２２地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、２００６年１０月１１日

から１１月６日まで行なった試掘調査に基づき申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年１１月７日から開始し、礫や石器を検

出した範囲のローム層を人力で除去しつつ出土遺物を

残し、土層図・遺物出土状況図・調査区域図の平板測

量と写真撮影を行い、同年１１月９日調査を終了した。

検出した遺構は旧石器時代の礫群５基である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）礫群

調査区南側に礫群を５基検出した。本遺跡は福岡江

川右岸の平坦地から斜面地にかけて旧石器時代の礫群

及び石器集中が分布し、本地点の他に第２・１１・１９・

２３地点の５ヶ所で検出している。第１９地点は川から１００

mの最奥部、第２地点は河川脇に立地する。本地点は

最も東側に位置する。

立川ローム層第Ⅳ層下部からⅤ層上部にかけて検出

した。礫群は５ヶ所の集中が認められ、０．５～３．２m間

隔で散在する。礫群３・４は間に攪乱が入っており、

本来同一の礫群であった可能性もある。礫群２，礫群５

は密集箇所が認められる。

各礫群を構成する礫の属性は第５０表のとおりで、礫

全体の約９割が被熱により赤化するが、礫群３・４で

は赤化した礫の比率が低い。

完形礫数は全体の約３割、その他の礫は被熱して割

れている。

石器は礫群２と礫５から計２７点出土した。うち遺構

外出土のナイフ形石器と剥片を図示した。

No. 平面形態 礫範囲 厚さ 礫数 重量
赤化 煤・タール 完形礫（％）

備考
個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比

１ 散在 １８０ × ７５ ２１ １４ ８９０ １３ ７９３９２．９％ ８９．１％ ８ ５３７５７．１％ ６０．３％ ３ ２５８２１．４％ ２９．０％

２ 密集 １６５ × ９０ ２０ ８４ ８，９２９ ７２ ８，４７３８５．７％ ９４．９％ １９ ２，７３７２２．６％ ３０．７％ １１ ３，６７０１３．１％ ４１．１％ 剥片２０点

３ 散在 ２０ × ２５ ８ ５ ６６３ ３ ５７６６０．０％ ８６．９％ ０ ０ ０．０％ ０．０％ ０ ０ ０．０％ ０．０％

４ 散在 ４５ × ２５ １０ １８ ２，０４１ ９ １，６８７５０．０％ ８２．７％ １ ３８４ ５．６％ １８．８％ １ ２３４ ５．６％ １１．５％

５ 散在 ９５ × ４５ １７ ３８ ２，８８２ ３５ ２，８２８９２．１％ ９８．１％ ９ ７５６２３．７％ ２６．２％ ２ ６４１ ５．３％ ２２．２％ 黒曜石剥片７点

合計 １５９１５，４０５ １３２１４，３５７８３．０％ ９３．２％ ３７ ４，４１４２３．３％ ２８．７％ １７ ４，８０３１０．７％ ３１．２％

第５０表 江川南遺跡第２２地点礫群一覧表 （単位�・�）

第９８図 江川南遺跡第２２地点遺構配置図（１／３００）
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第９９図 江川南遺跡第２２地点礫群（１／１００）土層図・出土状況（１／４０）
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遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

礫２，№２ １ 石器・フレーク ７．３ ３．９ １．３ ４３．７ チャート 旧石器時代 完形

遺構外，№６ ２ 石器・ナイフ ３．５ １．４ ０．５ ２．３１ 黒曜石 旧石器時代 完形

礫５，№１０ ３ 石器・Rf（調整剥片） ３．４ １．０ ０．７０ １．０４ 黒曜石 旧石器時代 完形

礫５，№１７ ４ 石器・Rf（調整剥片） ３．７ １．１ ０．５ １．０８ 黒曜石 旧石器時代 完形

第１００図 江川南遺跡第２２地点礫群出土石器（２／３）

第５１表 江川南遺跡第２２地点出土石器計測表 （単位㎝・g）

第１０１図 江川南遺跡遺構分布図（１／２，０００）
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地
点 所在地 調査期間

（）は試掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ 亀久保１２１‐１ １９７７．８．３０～９．３０ ６４ 町史編纂事業 縄文中期：住居跡１軒（１号） 大井町史料７集

２ 東久保１‐１２０‐３ （１９９１．５．２８～５．３１）
１９９１．６．１～

５８０ 共同住宅 旧石器：礫群３、縄文土器片、中世：堀跡 東部遺跡群ⅩⅠ

３ 鶴ヶ舞１－１１０－５ （１９９２．３．２５） ６４６ 資材置場 鶴ヶ舞遺跡第３地点として報告
遺構・遺物無し

町内遺跡群Ⅰ

４ 亀久保１９２ （１９９５．８．２８～９．２１） ８２５ 庫裏建設 縄文中期：住居跡１軒（２号）・土器・石器、
近世以降：土坑２４基、井戸１基、焼土跡１
近世以降：陶磁器

町内遺跡群Ⅴ

５ 東久保１－１９４・１９５の一部 （１９９６．８．５～８．８）
１９９６．８．２０～．８．２９

２，０９２ 店舗 縄文：ピット１０、溝４本、中世：堀跡 町内遺跡群Ⅵ・
調査会報告１４集

６ 亀久保（旧地蔵院遺跡第１
地点）

（１９８５．１０．１７～１１．８） ８３７ 町史編纂 縄文中期：土坑４基、近世以降：池状遺構１、竪穴
遺構１、溝３本、肥前系磁器、灯明皿、
古銭、煙管出土

町内遺跡群Ⅴ

亀久保３－１９３ （２００３．４．１６～４．２４） ９２９ 店舗 平成１５年３月調査、２号住居の続き検出 町内遺跡群ⅩⅡ

７ 亀久保１９６‐１他 １９９６．１１．１９～２．１３ １，３２２ 区画整理道路 縄文：落し穴２基、中世：堀跡、近世以降：溝、ピ
ット２

調査会報告１４集

８ 東久保７街区１画地 （１９９７．１０．１３～１０．１５） ５０ 墓地移転 縄文：落し穴１基、ピット４、かわらけ片１点 町内遺跡群Ⅶ

９ 東久保１街区２・３画地 （１９９８．１０．６～１０．９） ８７５ 共同住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅷ

１０ 東久保２街区９・１０画地 （１９９９．５．２４～．５．２６） １３３ 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

１１ 東久保１－１２２－２・４ （１９９９．９．２０～９．２７）
１９９９．９．２８～１０．１５

４６５ 共同住宅 旧石器：石器ブロック４基、礫群５基、
中世：堀跡、土壙１基、旧石器コンテナ２箱、土器
片コンテナ２箱、銭貨

町内遺跡群Ⅸ

１２ 東久保２街区４・５画地 （１９９９．１０．２６～１０．２８） １０４ 個人住宅 遺構無し、縄文：無文土器片１点 町内遺跡群Ⅸ

１３ 東久保３街区２１画地 （２０００．６．７）
２０００．６．８～６．２１

１２３ 個人住宅 縄文：集石土坑３基、土坑１基 町内遺跡群Ⅹ

１４ 東久保１街区１画地 （２０００．７．５～７．１０）
２０００．７．１０～７．１８

４６１ 店舗 縄文：ピット２０、近世以降：柵列１本、溝１本、土
坑１基、ピット３

町内遺跡群Ⅹ

１５ 東久保２街区１画地 （２０００．１２．８～１２．２６）
２００１．１．１０～１．１９

２，３７５ 共同住宅 中世：堀跡１本、溝３本、柵列１本、ピット、
旧石器：黒曜石剥片、縄文：土坑１基、ピット縄
文土器片、近世：陶磁器片

町内遺跡群Ⅹ・調
査会報告１４集

１６ 東久保１街区 （２００２．９．２４～１０．４） ３，７５２ 給油所 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

１７ 東久保１９６－１
（１街区２０～２３画地）

（２００２．１０．２９～１１．１１） ４７４ 宅地分譲 ピット６、溝２、堀跡、旧石器、土器片、石器 町内遺跡群ⅩⅡ

１８ 東久保２８５－５１，５２他 （２００３．７．１１～２００３．７．１６） ２４０ 共同住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

１９ 東久保１－１８５－１ （２００３．９．１８～１０．８）
２００３．１０．１０～１１．１４

１，１２９ 店舗 礫群、土坑２２、ピット６９、堀跡、溝
旧石器：石器群３

町内遺跡群ⅩⅡ

２０ 東久保１－１８３－５ （２００５．８．１～８．１１）
２００５．８．１８～９．１０

９５１ 分譲住宅 縄文中期住居２軒（３号、４号）、集石土坑５、ピッ
ト１、溝６

調査会報告１８集

２１ 東久保１－２９－１ （２００６．１０．１０） ９９ 個人住宅建設 遺構・遺物無し 市内遺跡３

２２ 東久保１３２－１１ （２００６．１０．１１～１１．６）
２００６．１１．７～１１．９

２０６ 分譲住宅 旧石器礫群５基 市内遺跡３

２３ 東久保１丁目１２１番１ （２００７．１．２４～２．１）
２００７．２．１９～３．１６

１，０１１ 分譲住宅 旧石器礫群６基、縄文中期住居２軒（１号、５号）、
集石土坑２、土坑２、ピット３０、溝４

市内遺跡３

住居
番号 調査率 平面形

（ ）は推定 規 模
炉

埋甕 周溝 壁溝 備 考 時 期 文 献
地床 炉体 石囲

１号 完掘 円形 ５３８×５２８×４０ ○ ○ 有 添石炉 亀居３期、勝坂Ⅰ新 調査会報告８集
２号 ５５％ （楕円形） （５５０×２４０×４０） ○ 東半未掘 亀居５期、勝坂Ⅱ新 調査会報告８集
３号 完掘 楕円形 ４２８×３５６×４０ ○ ○ 有 亀居５期、勝坂Ⅱ新 調査会報告１８集
４号 完掘 円形 ４０８×４０２×４８ ○ ○ 有 床面も１部削平 亀居４期、勝坂Ⅱ古 調査会報告１８集
５号 完掘 楕円形 ４４０×４００×３８ ○ ○ 溝で一部削平 亀居～新道新 市内遺跡群３

第５２表 江川南遺跡調査一覧表

第５３表 江川南遺跡住居跡一覧表 （単位㎝）
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第４章 江川南遺跡第２３地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、２００７年１月２４日

から２月１日まで行なった試掘調査に基づき申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

本調査は２００７年２月１９日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。調査区内には６m方眼のグ

リッドを設定し杭打ちを行った。遺構調査は人力で覆

土を除去しつつ出土遺物を残し、遺物出土状況図・土

層図・遺構平面図・調査区域図等をやり方測量及び平

板測量で実測、写真撮影を行った。

縄文時代以降の調査終了後、礫や石器を検出した範

囲にグリッドを設定し旧石器時代の調査を行った。ロ

ーム層を人力で除去しつつ出土遺物を残し、土層図・

遺物出土状況図のやり方測量と写真撮影を行い、同年

３月１６日調査を終了した。検出した遺構は旧石器時代

の礫群５基、縄文時代中期の住居跡１軒、集石２基、

土坑２基、ピット３０基、溝４条である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）礫群

調査区北東のA２区に４基、調査区中央のD４区に

２基礫群を検出した。本遺跡は福岡江川右岸の平坦地

から斜面地にかけて旧石器時代の礫群及び石器集中が

分布し、本地点の他に第２・１１・１９・２２地点の四ヶ所

で検出している。第１９地点は川から１００mの最奥部、

第２地点は河川脇に立地する。本地点は最も低地の第

２地点と隣接し、東側で隣接する第１１地点とともに礫

群と石器集中の密集地帯に位置する。

第１０２図 江川南遺跡第２３地点遺構配置図（１／３００）
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第１０３図 江川南遺跡第２３地点旧石器時代遺物出土状況（１／２００）
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第１０４図 江川南遺跡第２３地点礫群１・２・３遺物出土状況（１／４０）
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第１０５図 江川南遺跡第２３地点礫群４・５遺物出土状況、土層図（１／４０）
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立川ローム層第Ⅳ層及びソフトロームに検出した。

A２区の礫群は４ヶ所の集中が認められ、１～５m

間隔で散在する。D４区の礫群はA２区の礫群から約

１５m離れて検出し、礫群６などはかなり密集している。

礫群１や礫群４、礫群５は広範囲に散在しているが、

礫群２，礫群３には３０～４０cmの密集箇所が認められる。

特に礫群６は密集度が高く５０cmほどの密集箇所が５

ヶ所ほど認められる。

各礫群を構成する礫の属性は第５１表のとおりで、礫

全体の約８割が被熱により赤化する。礫群１と礫群４

では赤化した礫の比率が低い。

完形礫数は全体の約２割、その他の礫は被熱して割

れている。礫群６で完形のままの礫の比率が高く、礫

群１と礫群５の完形率が低い。

石器は１９点出土し、うち５点を図化した。

No. 平面形態 礫範囲 厚さ 礫数 重量
赤化 煤・タール 完形礫（％）

備考
個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比

１ 散在 ２３０ × １７０ １０ ５０ ４，７２８ ３４ ３，５６２６８．０％ ７５．３％ ２６ ３，０９５５２．０％ ６５．５％ ３ １，４３３ ６．０％ ３０．３％ 黒曜石剥片２点

２ 散在 １１０ × ９０ ４４ ２３ ４，１６４ ２２ ３，０１９９５．７％ ７２．５％ ７ １，３８２３０．４％ ３３．２％ ４ １，１１８１７．４％ ２６．８％

３ 散在 ２３０ × １７０ １０ ３７ ７，５３４ ３１ ６，８４９８３．８％ ９０．９％ ５ １，３３９１３．５％ １７．８％ ６ ２，９８７１６．２％ ３９．６％ 黒曜石剥片７点

４ 散在 ８０ × ５０ ４４ １４ ８９１ ９ ４９３６４．３％ ５５．３％ ４ ２５４２８．６％ ２８．５％ ２ ２９３１４．３％ ３２．９％

５ 散在 １４０ × ８０ １０ ２０ ２，０２８ １７ １，７５７８５．０％ ８６．６％ ６ ５７２３０．０％ ２８．２％ ０ ０ ０．０％ ０．０％ 黒曜石剥片６点

６ 密集 ２５０ × １８０ ４４ １２７３４，４８７ １０２２９，０５４８０．３％ ８４．２％ ２２１０，０４５１７．３％ ２９．１％ ４０１９，４３９３１．５％ ５６．４％ 黒曜石剥片４点

合計 ２７１５３，８３２ ２１５４４，７３４７９．３％ ８３．１％ ７０１６，６８７２５．８％ ３１．０％ ５５２５，２７０２０．３％ ４６．９％

遺構 № 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

礫群６ １ 石器・石核 １．７５ ２．９ １．４５ ４．８１ 黒曜石 旧石器時代

礫群６ ２ 石器・石核 １．７５ ３．１ １．２５ ３．８５ 黒曜石 旧石器時代

礫群５ ３ 石器・ノッチ １．７０ ２．５０ １．０５ ２．７０ 黒曜石 旧石器時代 完形

礫群３ ４ 石器・石核 ５．３０ ６．９５ １．９０ ６９．１８ 黒色頁岩 旧石器時代

第５４表 江川南遺跡第２３地点礫群一覧表 （単位�・�）

第５５表 江川南遺跡第２３地点出土石器計測表 （単位㎝・g）

第１０６図 江川南遺跡第２３地点礫群出土石器（２／３）
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（２）５号住居跡

【位置】調査区の南西に位置する。江川南遺跡縄文集

落内では５軒目の住居跡である。５．５m北側には大井

町史編纂事業で１９７７年に調査した１号住居跡跡がある。

【形状】南側の一部を溝により削平されるが、ほぼ全

面を検出した。平面形態はわずかに楕円形を呈し、規

模は主軸方位の南北方向で４．４m以上、東西４．０m。確

認面から床面の深さは３８cm、壁は若干緩やかに立ち

上がり、床面はほぼ平坦である。

【炉】炉は深鉢を転用した埋甕炉。径３７×３２cm・深

さ２２cmのピットに口縁部と底部を打ち欠いた土器を

埋設する。打ち欠いた口縁部破片の一部は炉体土器外

側から出土しており、土器埋設時に口縁部破片を埋め

込んでいた。ピットの壁は被熱し硬化している。炉内

堆積土中の焼土は少ない。炉体土器は新道式。

【ピット】８基検出した。P１～P４・P６が主柱穴の

４本柱と思われる。P２と P６は建て替えがあったと

思われるが新旧関係は不明。柱の間隔は P１－P２間

と P３－P４間が２．３m、P２－P３が１．５m、P１－P４

が１．６５mである。P３の底近くに深鉢胴部が横位で出

土したほか、打斧３点が出土している。

【時期】炉体土器から新道式期。

第５６表 江川南遺跡５号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 隅丸方形 ２６×２３ １４×１２ ４９

P２ 円形 ２５×２１ １１×８ ４４ 土器

P３ 隅丸長方形 ２８×２３ １４×１２ ３９ 深鉢、打斧

P４ 隅丸長方形 ２５×２１ １４×１２ ３９ 黒曜石

P５ 円形 ２５×２３ １５×１５ １５

P６ 円形 ２１×１９ １１×６ ４７ 斜向

P７ 楕円形 ２７×１５ ７×５ ３５

P８ 楕円形 ２５×２０ １２×８ ２１

（３）集石土坑

１号住居跡と５号住居跡の近くに２基検出した。時

期は縄文中期。

（４）土坑・ピット

土坑２基、ピット３０基を検出した。時期は縄文時代。

（５）溝

調査区南側に４条検出した。いずれも東西方向で平

行、溝４は東西方向から南北方向へカーブする。溝１

－溝２間は溝の中心幅で４．０～４．５mの間隔がある。溝

２－溝３は５．０～７．０m、溝３－溝４は３．２mである。４

条とも断面形態は「凵」字形を呈し、底面は平らであ

る。

第５７表 江川南遺跡第２３地点遺構一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝１ ６５～１１２ １４～１８ ４５ 土器

溝２ ６９～９５ ８×２２ ７１ 土器

溝３ ５４～８９ ６×３１ １２ 土器、石鏃

溝４ ３２～５２ １１×２０ ３９ 土器

土坑１ 楕円形 １５７×１２１ １１２×７３ ３９

土坑２ 楕円形 １６３×１３５ １３６×106 ４２ 土器

P１ 楕円形 ９３×６９ ６×６ ６８

P２ 楕円形 ６８×５０ ２０×１７ ８３

P３ 円形 ３２×３０ ６×６ ６６

P４ 円形 ４０×３６ ２１×１７ １６

P５ 円形 ３９×３７ ２２×２０ １２

P６ 楕円形 （９５）×７３ ６×６ ５９

P７ 円形 ５５×５２ ３３×２７ ３１ 土器

P８ 円形 ３５×２９ １１×２９ ４８

P９ 楕円形 ９１×６０ ３２×３０ ３６

P１０ 楕円形 ６９×４９ ５０×３１ ２５ 土器

P１１ 円形 ５３×４９ ３２×２４ １６

P１２ 方形 ３２×２８ １９×１６ ２４ 土器

P１３ 円形 ９３×９１ ５６×５６ ３１ 土器、黒曜石

P１４ 円形 ８２×８０ ６４×５０ ３８

P１５ 楕円形 ４７×３３ ３３×２６ ２９

P１６ 方形 ６７×５５ ５６×４５ ３３

P１７ 円形 ５２×４７ （１２）×（７） ３１

P１８ 楕円形 １２２×８３ １０３×７１ ２４ 土器

P１９ 楕円形 １１２×５９ ９５×４４ １９

P２０ 円形 ４３×４２ ２９×２４ ２３

P２１ 円形 ３４×３１ ７×７ ２４

P２２ （円形） ５５×（４２） ４１×（３６） ２１ 土器

P２３ 円形 ４０×３７ １６×１１ ２８

P２４ ３７×２２ ２０×１２ ２６ P２５と接続

P２５ 楕円形 ９７×７５ ８×５ ４９ 土器、チャート

P２６ 楕円形 ５０×４０ ２５×２４ ５７ 土器、黒曜石

P２７ 楕円形 ４５×３６ １６×６ ４８

P２８ 円形 ３９×３９ ２１×２０ ５８

P２９ 楕円形 ３５×２５ １３×１３ ３６

P３０ 円形 ４３×４２ ３１×２３ １１
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